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今
年
３
月
、
米
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
が
開
発
し
た
人
工
知
能

「
Ｔテ

イ
ａ
ｙ
」
が
、
悪
意
あ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
か
ら

の
攻
撃
を
受
け
て
不
適
切
な
発

言
を
し
、
僅
か
数
時
間
で
公
開

を
停
止
し
た
こ
と
が
話
題
と

な
っ
た
。こ
の
出
来
事
を
受
け
、

人
工
知
能
が
開
発
者
の
意
図
し

な
い
成
長
を
す
る
、も
し
く
は
、

人
類
を
遥
か
に
上
回
る
能
力
を

身
に
付
け
、
人
類
が
淘
汰
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
人
も
少
な
か
ら
ず
居
る
の

で
は
な
い
か

一
方
、
日
本
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
開
発
し
た
人

工
知
能
「
り
ん
な
」
は
、
昨
年

７
月
の
公
開
以
降
、
問
題
な
く

動
作
し
、
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
現
在

で
は
最
新
の
芸
能
や
ト
レ
ン
ド

に
つ
い
て
話
す
と
こ
ろ
ま
で
更

新
さ
れ
、
ま
さ
に
開
発
者
が
目

標
と
し
た
女
子
高
校
生
の
よ
う

で
あ
る

人
工
知
能
自
身
の
学

習
能
力
や
、
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱

性
に
差
は
あ
れ
ど
も
、
こ
の
両

者
の
明
暗
を
分
け
た
の
は
、
人

類
が
人
工
知
能
に
対
し
悪
意
を

向
け
た
か
否
か
で
あ
ろ
う
。
悪

意
を
向
け
た
結
果
、
攻
撃
的
に

な
っ
て
人
類
が
淘
汰
さ
れ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不

安
を
抱
か
せ
、
反
対
に
愛
着
を

持
っ
て
接
し
た
結
果
、
未
来
へ

の
希
望
を
抱
か
せ
て
く
れ
た

昨
今
で
は
、
人
工
知
能
が
人
の

感
情
を
読
み
取
る
と
い
う
技
術

は
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ

た
。
人
工
知
能
が
人
類
と
円
滑

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
時
代
が
そ
こ
ま
で
来
て
い

る
。
今
回
の
出
来
事
か
ら
、
私

た
ち
の
態
度
次
第
で
人
工
知
能

が
「
善
」
に
も
「
悪
」
に
も
な

り
得
る
こ
と
を
理
解
し
、
ど
の

よ
う
な
態
度
を
と
る
べ
き
か
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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盟
９
団
体
で
開
拓
の
年

関
西
学
院
大
学
学
生
連
盟
始
動

　
４
月
１
日
、
第
一
回
代
議
員
総

会
が
行
わ
れ
、
学
生
組
織
「
関
西

学
院
大
学
学
生
連
盟
」
が
発
足
し

た
。
ま
た
、
同
月
25
日
に
行
わ
れ

た
第
二
回
代
議
員
総
会
で
、
小
山

聖
人
さ
ん
（
文
・
４
）
が
本
部
長

に
決
定
し
た
。

　
学
生
連
盟
に
加
盟
し
て
い
る
団

体
は
９
団
体
あ
る
。
体
育
会
、
文

化
総
部
、
応
援
団
総
部
、
総
部

放
送
局
、
宗
教
総
部
、
新
聞
総

部
、
法
学
部
学
生
自
治
会
、
神
学

部
学
生
会
、
大
学
祭
準
備
委
員
会

だ
。
こ
こ
で
、
９
つ
の
団
体
を
簡

単
に
紹
介
す
る
。
体
育
会
は
、
全

部
で
42
部
50
パ
ー
ト
の
部
活
動
か

ら
成
り
、
約
２
，０
０
０
人
の
会

員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
学
内
最
大

の
公
認
団
体
で
あ
る
。
文
化
総
部

は
、
34
団
体
で
構
成
さ
れ
、
音

楽
や
学
術
研
究
、
伝
統
文
化

な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に
わ

た
る
。
体
育
会
と
文
化
総
部
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
体
育
会
学
生
本

部
と
文
化
総
部
学
生
本
部
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
取

り
仕
切
り
、
牽
引
し
て
い
る
。

応
援
団
総
部
は
、
体
育
会
の
応

援
活
動
、
大
学
や
企
業

等
の
依
頼
活
動
、
総
部

祭
や
関
西
四
私
立
大

学
応
援
団
連
盟
祭
な

ど
の
行
事
に
参
加
し
、

活
動
し
て
い
る
。
総
部

放
送
局
は
、
お
昼
の
放

送
や
番
組
制
作
、
イ

ベ
ン
ト
、
依
頼
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

宗
教
総
部
は
、
献
血
実
行

委
員
会
と
千
刈
リ
ー
ダ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
の
２
パ
ー
ト
に

分
か
れ
、「Mastery for 

Service

」
の
精
神
を
大

切
に
し
、
活
動
し
て
い
る
。
法
学

部
学
生
自
治
会
は
、
新
入
生
歓
迎

行
事
や
法
学
部
祭
（
大
学
祭
期
間

中
に
開
催
）、
法
学
部
学
生
自
治

会
主
催
講
演
会
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
神
学
部
学
生
会
は
、
夏

休
み
に
行
う
一
泊
研
修
、
本

学
中
高
等
部
や
中
央
講
堂
な

ど
で
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
キ

リ
ス
ト
降
誕
劇
）、
神
学
部

生
全
員
が
対
象
の
球
技
大
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
活

動
し
て
い
る
。
ま
た
、
私
た

ち
新
聞
総
部
は
、
２
ヶ
月
に

一
度「
関
西
学
院
大
学
新
聞
」

を
発
行
す
る
ほ
か
、
本
学
同

窓
会Facebook

へ
の
寄
稿

や
神
戸
新
聞
社
と
の
連
携
事

業
を
行
っ
て
い
る
。そ
し
て
、

大
学
祭
準
備
委
員
会
は
、
５

月
16
日
に
行
わ
れ
た
第
三
回

代
議
員
総
会
に
て
、
学
生
連

盟
に
正
式
加
盟
し
た
。
大
学

祭
の
提
起
の
た
め
の
全
学
討

論
会
や
大
学
祭
実
行
委
員
の
募
集

を
通
し
活
動
し
て
い
る
。

　
今
年
の
学
生
連
盟
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
拓
く
」。
発
足
初
年
度

で
ど
こ
ま
で
新
し
い
道
を
拓
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
活

躍
に
期
待
し
た
い
。

大学祭準備委員会も加盟しさらなる飛躍を

学生連盟加盟団体の代表者たち

終わりのない研究 開発経済学
経済学部 栗田匡

きょう

相
す け

准教授インタビュー

　
大
学
生
の
頃
か
ら
バ
ッ
ク
パ
ッ

ク
を
持
ち
世
界
を
周
っ
て
い
た

経
済
学
部
の
栗
田
匡き

ょ
う

相す
け

准
教
授
。

２
０
０
６
年
に
一
橋
大
学
大
学
院

の
博
士
課
程
を
修
了
後
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
「
国
連
大
学
世
界
開
発

経
済
研
究
所
」
客
員
研
究
員
、
早

稲
田
大
学
大
学
院
助
教
を
経
て
、

２
０
１
０
年
に
本
学
の
准
教
授
と

な
る
。研
究
分
野
は
開
発
経
済
学
。

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
貧
困
を
研

究
し
て
き
た
。
現
在
は
主
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
中
小
企
業
の
生
産
性

改
善
や
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
の
農

業
新
技
術
の
効
率
的
な
普
及
方
法

を
研
究
。
大
学
で
は
開
発
経
済
学

や
ア
ジ
ア
経
済
論
、
ゼ
ミ
を
教
え

る
。

　
そ
の
ゼ
ミ
は
か
な
り
ハ
ー
ド

だ
。
２
年
秋
に
ゼ
ミ
に
入
る
と
ま

ず
経
済
学
の
基
礎
を
勉
強
し
、
並

行
し
て
週
１
冊
の
ペ
ー
ス
で
本
を

読
み
そ
の
内
容
を
議
論
す
る
。
さ

ら
に
、
震
災
の
あ
っ
た
東
北
や
米

軍
基
地
が
あ
る
沖
縄
な
ど
、
問
題

の
あ
る
国
内
の
１
か
所
を
訪
れ
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
Ｆ
Ｗ
）
を

す
る
。

　
３
年
生
で
は
海
外
で
Ｆ
Ｗ
を
す

る
。
今
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ

ジ
ア
・
ケ
ニ
ア
・
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

を
訪
れ
た
。
ま
ず
春
学
期
に
チ
ー

ム
で
１
０
０
本
近
く
本
や
論
文
を

読
み
調
査
内
容
な
ど
を
決
定
。
そ

し
て
夏
休
み
に
現
地
で
Ｆ
Ｗ
を
行

い
、
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
も

参
加
。
帰
国
後
は
論
文
を
書
き
、

学
生
が
書
い
た
論
文
の
政
策
的
優

劣
を
競
う
大
会
で
あ
るW

EST

やISFJ

に
参
加
。
ゼ
ミ
生
が

２
０
１
４
年
に
書
い
た
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
に
関
す
る
論
文
は
、ISFJ

で
最
上
位
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
良

い
成
績
を
残
し
続
け
て
い
る
。

　
４
年
生
で
は
卒
業
論
文
に
加

え
、
３
年
夏
の
Ｆ
Ｗ
と
は
別
テ
ー

マ
でW

EST

やISFJ

に
論
文
を

出
す
。
日
本
の
事
柄
に
つ
い
て
の

内
容
が
多
い
。
ま
た
、
３
年
夏
に

訪
れ
た
国
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
ス
ト
ー
リ
ー
も
全
て
学
生
が

考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
創

り
、
実
際
に
届
け
る
。
ゼ
ミ
の
２

期
生
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農
村
を
訪

れ
た
際
、
ど
の
家
に
行
っ
て
も
本

が
な
く
、
せ
め
て
子
ど
も
の
楽
し

み
に
な
れ
ば
と
始
め
た
の
が
最
初

だ
。

　
研
究
や
ゼ
ミ
で
苦
労
を
感
じ
た

こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
栗
田
准
教

授
は
話
す
。
研
究
で
は
、
前
述
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

に
加
え
欧
州
委
員
会
で
の
研
究
も

始
ま
り
、
多
忙
だ
。
し
か
も
単
に

論
文
を
書
く
た
め
の
“
研
究
”
で

は
な
く
、
そ
の
成
果
を
政
策
に
活

か
す
た
め
、
現
在
は
各
国
政
府
関

係
者
や
援
助
関
係
者
と
協
議
も
行

う
。
研
究
か
ら
政
策
策
定
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
（
研
究
者
の
市
民
へ
の

双
方
向
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
活
動
）
ま
で
幅
広
い
活
動
は
大

変
だ
が
、
興
味
が
あ
り
研
究
し
て

い
る
た
め
苦
労
は
感
じ
な
い
と
い

う
。
ま
た
ゼ
ミ
で
も
、
海
外
Ｆ
Ｗ

の
１
年
以
上
前
か
ら
の
予
定
調
整

は
大
変
な
作
業
量
だ
が
、
学
生
が

楽
し
む
様
子
を
見
て
自
分
も
楽
し

く
、苦
労
と
は
思
わ
な
い
と
い
う
。

　
ま
た
、
ゼ
ミ
生
を
ま
と
ま
り
で

は
な
く
１
対
１
の
つ
き
あ
い
と
し

て
捉
え
、
友
達
感
覚
で
接
す
る
の

だ
と
い
う
。
准
教
授
が
自
宅
で
開

く
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
で
学
生
も
同

じ
思
い
を
持
つ
そ
う
だ
。
学
生
同

士
の
信
頼
や
絆
も
、
Ｆ
Ｗ
を
通
じ

非
常
に
深
ま
る
。
さ
ら
に
、
卒
業

生
と
現
役
生
の
双
方
が
参
加
す
る

ゼ
ミ
を
開
く
な
ど
、
教
員
と
学
生

／
学
生
と
学
生
／
先
輩
と
後
輩
の

壁
が
無
い
ゼ
ミ
な
の
だ
。
学
生
の

人
間
的
成
長
を
見
る
の
が
嬉
し

く
、
親
の
よ
う
で
も
あ
る
と
話
す

栗
田
准
教
授
。
こ
れ
か
ら
も
“
友

達
”
や
“
子
ど
も
”
は
増
え
て
ゆ

き
、
温
か
い
関
係
が
築
か
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。

学
部
で
最
も
勉
強
す
る
ゼ
ミ

友
達
が
た
く
さ
ん
増
え
る
感
じ

カンボジアの大学の先生と栗田准教授（右）

ベトナムにて。世帯員の人数・年齢・収入・幸福度などを調査

ケニアにて。調査中にバスがぬかるみで動かな
くなり押している
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け
強
く
印
象
に
残
る
催
し
と
し

て
、
応
援
団
総
部
の
演
舞
を
挙
げ

る
方
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

　
応
援
団
総
部
は
、
指
導
部
、
吹

奏
楽
部
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
と
い

う
３
つ
の
部
で
構
成
さ
れ
た
本
学

の
公
認
団
体
で
あ
る
。
全
体
練
習

と
し
て
昼
休
み
や
放
課
後
、
さ
ら

に
は
自
主
練
習
と
し
て
授
業
の
空

き
コ
マ
を
用
い
て
日
々
演
舞
、
演

奏
に
磨
き
を
か
け
て
い
る
。

　
体
育
会
の
大
半
の
試
合
の
応
援

に
駆
け
つ
け
る
応
援
団
総
部
だ

が
、
そ
の
数
な
ん
と
年
間
１
０
０

試
合
以
上
と
の
こ
と
だ
。
今
回
は

５
月
13
日
に
阪
神
甲
子
園
球
場
に

て
行
わ
れ
た
関
西
学
生
野
球
連
盟

春
季
リ
ー
グ
戦
最
終
節
、
通
称
野

球
関
関
戦
の
応
援
に
同
行
し
た
。

対
戦
相
手
は
関
西
大
学
と
い
う
こ

と
で
、
応
援
に
も
熱
が
入
る
。

　
応
援
団
総
部
に「
ペ
ー
ス
配
分
」

と
い
う
概
念
は
存
在
し
な
い
。
試

合
前
の
エ
ー
ル
交
換
か
ら
は
じ
ま

り
、
試
合
中
の
応
援
、
そ
し
て
試

合
後
の
エ
ー
ル
交
換
ま
で
、
そ
の

気
迫
さ
は
衰
え
を
見
せ
ず
、
体
育

会
の
日
ご
ろ
の
活
躍
は
応
援
団
総

部
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
実

感
し
た
。

　
大
学
生
に
な
る
と
、
繁
華
街
に

繰
り
出
す
機
会
も
増
え
る
こ
と
だ

ろ
う
。
繁
華
街
で
必
ず
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
見
ら
れ
る
も
の
の
ひ
と

つ
に
「
客
引
き
」
が
あ
る
。

　
客
引
き
と
は
、
路
上
な
ど
の
公

共
の
場
所
に
お
い
て
、「
相
手
方

を
特
定
し
て
営
業
所
の
客
と
な
る

よ
う
に
勧
誘
す
る
」
行
為
を
指
す

KGニュース
　
新
学
期
が
始
ま
っ
て
約
２
ヶ
月

が
経
過
し
た
。
新
入
生
も
そ
ろ
そ

ろ
大
学
生
活
に
慣
れ
始
め
た
こ
ろ

だ
ろ
う
。
新
入
生
が
本
学
で
初
め

も
っ
て
い
る
学
生
も
こ
の
活
動
に

参
加
し
て
い
て
、
８
月
に
開
催
す

る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
マ
ッ

プ
を
配
布
す
る
予
定
だ
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０ 

１
６
年
４
月
に
障
害
者
差
別
解
消

法
が
施
行
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け

に
始
め
ら
れ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
自

立
支
援
室
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
松
浦
考
佑
さ
ん
に
よ
る
と
「
近

畿
圏
の
他
大
学
で
は
す
で
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
が
存
在
し
て
い

る
大
学
も
あ
る
が
、
今
ま
で
大
学

関
係
者
が
業
者
に
マ
ッ
プ
の
制
作

　
参
加
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
、
小

栗
愛あ

海み

さ
ん
（
商
・
２
）
に
話
を

聞
い
た
。
小
栗
さ
ん
は
大
学
に
入

り
、
新
た
に
何
か
楽
器
を
し
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
マ
ン
ド
リ
ン

ク
ラ
ブ
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の

練
習
を
始
め
た
。
そ
し
て
、
今
年

２
月
に
行
わ
れ
た
有
志
に
よ
る
合

同
演
奏
会
、
マ
ン
ド
リ
ン
フ
ェ
ス

タ
を
観
に
行
っ
た
際
に
、
参
加
者

た
ち
の
和
や
か
な
雰
囲
気
に
魅
力

を
感
じ
、
自
分
も
挑
戦
し
て
み
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

が
き
っ
か
け
で
今
回
の
マ
ン
ド
リ

ン
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
を
決
め
た
。

マ
ン
ド
リ
ン
フ
ェ
ア
に
向
け
て
小

栗
さ
ん
は
、「
ほ
と
ん
ど
知
ら
な

い
人
た
ち
と
演
奏
す
る
の
は
初
め

て
な
の
で
緊
張
す
る
が
、
素
敵
な

演
奏
会
に
し
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。

　
ま
た
、
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の

雰
囲
気
に
つ
い
て
、「
人
と
一
緒

　
３
月
23
日
、
第
一
回
バ
リ
ア
フ

リ
ー
マ
ッ
プ
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
本
学
の
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

キ
ャ
ン
パ
ス
自
立
支
援
室
で
始
動

さ
れ
た
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
作
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
障
が
い
の
あ

る
学
生
や
支
援
学
生
が
３
～
４
人

１
組
に
な
っ
て
西
宮
上
ケ
原
・
西

宮
聖
和
・
神
戸
三
田
各
キ
ャ
ン
パ

ス
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
確
認

作
業
を
す
る
こ
と
が
目
標
で
あ

る
。
現
在
、
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス

15
人
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
９
人

　
６
月
26
日
、
第
40
回
マ
ン
ド
リ

ン
フ
ェ
ア
が
ク
レ
オ
大
阪
で
開
催

さ
れ
る
。
マ
ン
ド
リ
ン
フ
ェ
ア
と

は
、
毎
年
６
月
に
行
わ
れ
る
大
阪

学
生
マ
ン
ド
リ
ン
連
盟
主
催
の
合

同
演
奏
会
の
こ
と
だ
。
今
年
は
、

本
学
の
文
化
総
部
マ
ン
ド
リ
ン
ク

ラ
ブ
の
中
か
ら
３
人
の
有
志
が
参

加
す
る
。

　
マ
ン
ド
リ
ン
フ
ェ
ア
で
は
、
大

の
学
生
が
こ
の
活
動
に
参
加
し
て

い
る
。
利
用
者
の
目
線
で
集
め
た

情
報
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
に

記
載
し
、
障
が
い
を
持
つ
学
生
や

そ
の
関
係
者
に
有
効
活
用
し
て
も

ら
い
、
よ
り
学
内
で
快
適
に
過
ご

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
と
い

う
試
み
で
あ
る
。
少
し
で
も
利
用

者
の
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う

に
、
学
生
た
ち
は
車
椅
子
に
乗
っ

た
り
、
目
隠
し
を
し
た
り
し
て
ス

ロ
ー
プ
や
段
差
、
点
字
の
有
無
な

ど
を
確
認
し
、
地
図
に
記
入
し
て

い
る
。
ま
た
、
実
際
に
障
が
い
を

阪
学
生
マ
ン
ド
リ
ン
連
盟
に
加
盟

し
て
い
る
関
西
の
大
学
５
校
と
社

会
人
団
体
の
有
志
た
ち
が
、
合
同

で
演
奏
す
る
。
そ
の
た
め
、
学
校

の
垣
根
を
超
え
て
様
々
な
人
た
ち

と
出
会
っ
た
り
、
普
段
と
は
違
う

ジ
ャ
ン
ル
の
曲
に
触
れ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

方
々
に
も
迷
惑
が
か
か
っ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
る
」
と
の
こ
と

で
、
客
引
き
の
危
険
性
が
う
か
が

え
る
。

　
人
通
り
の
多
い
道
を
選
ん
で
歩

く
こ
と
や
、
集
団
で
行
動
す
る
な

ど
し
て
、
悪
質
な
客
引
き
に
出
く

わ
さ
な
い
状
況
を
作
る
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
が
、
も
し
悪
質
な
客

引
き
に
出
く
わ
し
た
場
合
、
町
田

さ
ん
は
「
絶
対
に
入
店
し
な
い
と

い
う
意
思
を
も
っ
て
、
毅
然
と
し

た
態
度
で
断
る
こ
と
が
大
事
。
し

つ
こ
い
よ
う
な
ら
そ
の
場
か
ら
逃

げ
る
、
近
く
の
交
番
に
駆
け
込
む

こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。
も
し

も
、
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、警
察
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

払
っ
て
し
ま
っ
た
お
金
が
戻
っ
て

く
る
可
能
性
は
低
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
今
後
の
被
害
減
少
の
た
め

を
依
頼
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

学
生
主
体
の
取
り
組
み
は
画
期
的

な
試
み
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

成
功
さ
せ
て
第
二
弾
、
第
三
弾
と

う
ま
く
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
ん
だ
。

に
音
楽
を
作
り
上
げ
て
い
く
楽
し

さ
を
感
じ
ら
れ
る
、
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
部
活
動
」
と
語
る
小
栗
さ

ん
。
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
マ

ン
ド
リ
ン
以
外
に
も
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
ギ
タ
ー
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
、
管

な
ど
多
種
多
様
な
楽
器
を
演
奏
で

き
る
。
ま
だ
ま
だ
部
員
は
募
集
中

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
少
し
で
も

音
楽
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
是
非

マ
ン
ド
リ
ン
フ
ェ
ア
を
訪
れ
て
ほ

し
い
。
き
っ
と
、
マ
ン
ド
リ
ン
や

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
始
め
と
す

る
様
々
な
楽
器
が
奏
で
る
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
に
心
打
た
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。

小栗愛海さん

　
そ
ん
な
影
の
立
役
者
で
あ
る
応

援
団
総
部
を
駆
り
立
て
る
も
の
は

何
な
の
か
。
副
団
長
兼
広
報
部

長
の
寺
坂
良
彦
さ
ん
（
教
・
４
） 

は
、「
最
も
大
き
な
原
動
力
と
な

る
も
の
は
、『
関
学
が
好
き
だ
』

と
い
う
気
持
ち
。我
々
の
演
舞
が
、

愛
す
る
関
学
の
勝
利
の
た
め
の
後

押
し
、
力
に
な
れ
ば
と
思
う
」
と

迷
い
の
な
い
、
力
強
い
言
葉
で
そ

の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
応
援
団
総
部
の
２
０
１
６
年
度

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
真
（
ま
こ

と
）」。
団
員
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る

「
真
」
を
目
指
し
て
、
彼
ら
彼
女

ら
は
今
日
も
誰
か
を
全
力
で
応
援

し
て
い
る
。

て
経
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
い
え

ば
、
入
学
式
で
あ
る
。
入
学
式
で

は
多
種
多
様
な
催
し
に
よ
っ
て
新

入
生
は
歓
迎
さ
れ
る
が
、
と
り
わ

（
警
察
庁
に
よ
る
風
営
法
解
釈
運

用
基
準
）。客
引
き
と
聞
い
て
侮
っ

て
い
る
方
が
い
れ
ば
、
認
識
を
改

め
て
ほ
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
客
引

き
か
ら
発
展
し
た
ト
ラ
ブ
ル
は
少

な
く
な
い
か
ら
だ
。

　
大
学
生
の
客
引
き
に
よ
る
被
害

に
つ
い
て
、
学
生
活
動
支
援
機
構

事
務
部
の
町
田
憲の
り

彦ひ
こ

さ
ん
に
話
を

聞
い
た
。「
実
際
に
関
学
生
が
悪

質
な
客
引
き
行
為
に
出
く
わ
し
、

被
害
に
遭
っ
た
報
告
を
受
け
て
い

る
。
早
朝
の
人
が
ま
ば
ら
な
繁
華

街
の
道
中
で
複
数
人
の
男
性
か
ら

強
引
な
客
引
き
に
遭
い
、
入
店
し

て
し
ま
っ
た
結
果
、
数
十
万
円
の

金
額
を
請
求
さ
れ
た
り
、
そ
の
場

で
支
払
わ
な
け
れ
ば
、
自
宅
ま
で

つ
い
て
き
た
り
と
、
し
つ
こ
く
付

き
ま
と
わ
ら
れ
て
い
る
。
自
分
自

身
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
近
隣
の

に
も
、
店
の
名
前
や
場
所
、
状
況

を
正
確
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
た
。

　
「
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
他
人

事
だ
と
思
わ
ず
、
自
分
の
身
に
も

起
こ
り
得
る
こ
と
だ
と
認
識
し
て

ほ
し
い
。
自
分
が
も
し
こ
う
い
う

被
害
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た
と
き

に
、ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い
の
か
、

よ
く
イ
メ
ー
ジ
し
て
ほ
し
い
」
と

町
田
さ
ん
は
自
分
の
こ
と
と
し
て

想
像
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
述
べ
た
。
日
頃
の
意
識
が
、
悪

質
な
客
引
き
へ
の
何
よ
り
の
対
策

に
な
る
の
だ
。

第40回　マンドリンフェア

日　　時：６月26日（日）
　　　　　13時30分開演（13時開場）

場　　所：クレオ大阪中央ホール
アクセス：地下鉄御堂筋線、JR線「天王寺」

駅下車、徒歩10分

入 場 料：前売り1000円、当日1500円

音
楽
で
つ
な
が
る

第
40
回
マ
ン
ド
リ
ン
フ
ェ
ア
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学生主体の
バリアフリーマップを
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デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

議
論
は
白
熱
し
た
も
の
と
な
っ

た
。
話
者
と
し
て
参
加
さ
れ
た
先

生
方
も
多
く
の
現
場
で
経
験
を
積

ん
で
き
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
ば
か

り
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
の
一
つ
一

つ
に
重
み
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
関
西
学
院
大
学
お
よ
び
国
連
・

外
交
コ
ー
ス
開
設
準
備
室
で
は
今

後
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
る
。
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
参

照
し
て
ほ
し
い
。（
ア
ド
レ
ス
：

http://gap.kwansei.ac.jp/
unfa/

）

と
も
狙
い
と
し
て
い
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
２
部
構
成
で

進
行
し
た
。
前
半
は
先
ほ
ど
紹
介

し
た
明
石
氏
が
「
世
界
情
勢
の
変

遷
と
私
の
国
連
観
：
日
本
の
若
者

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
テ
ー
マ
に
、

基
調
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

明
石
氏
と
本
学
学
生
に
よ
る
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
本

学
学
生
か
ら
の
質
問
の
数
々
に
、

明
石
教
授
は
「
関
学
の
学
生
の
皆

さ
ん
は
良
く
学
ん
で
お
り
、
ど
れ

も
鋭
く
重
要
な
質
問
で
、
さ
す
が

に
レ
ベ
ル
が
高
い
」
と
い
う
コ
メ

ン
ト
と
と
も

に
、
ひ
と
つ
ず

つ
丁
寧
に
答
え

て
い
た
。
第
２

部
で
は
日
本
の

国
連
加
盟
60
年

を
機
に
、
日
本

が
ど
の
よ
う
に

国
連
運
営
と
国

連
憲
章
の
掲
げ

る
、
平
和
、
人

権
、
開
発
の
分

野
で
貢
献
し
て

き
た
か
、
そ
し

て
リ
ー
ダ
ー
な

き
世
界
（
Ｇ
ゼ

ロ
）
と
言
わ
れ

る
現
在
お
よ
び

そ
う
遠
く
な
い

将
来
に
お
い

て
、
世
界
と
国

連
の
為
に
い
か

な
る
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
出

来
る
か
に
つ
い

て
話
者
と
し
て

参
加
し
た
先
生

方
が
、
様
々
な

分
野
で
の
事
例

を
基
に
問
題

提
起
を
行
い
、

『「kamikaze」からみる　　　
　　　　　外来語の難しさ』
『「kamikaze」からみる　　　
　　　　　外来語の難しさ』

日進月歩日進月歩論説
　
昨
年
11
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
首
都

パ
リ
で
同
時
多
発
テ
ロ
が
起
き

た
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
「
Ｉ

Ｓ
」
に
よ
る
も
の
で
、
実
行
犯
の

何
人
か
は
、
自
身
に
取
り
付
け
た

爆
弾
装
置
を
爆
発
さ
せ
、
大
勢
の

一
般
市
民
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
世
界
的
に
高
い
評
価

を
誇
る
仏
紙
「Le Monde

」
を

始
め
と
す
る
現
地
メ
デ
ィ
ア
は
、

こ
の
よ
う
な
捨
て
身
の
戦
術
を

「kamikaze

」
と
呼
ん
だ
。
こ
れ

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
旧
日
本
軍

の
「
神
風
特
別
攻
撃
隊
」
が
語
源

の
外
来
語
だ
。
原
語
の
意
味
か
ら

ず
れ
た
こ
の
よ
う
な
使
用
法
に
、

今
、
多
く
の
日
本
人
が
憤
り
を
感

じ
て
い
る
。

　
明
鏡
国
語
辞
典
に
よ
る
と
「
神

風
」
に
は
本
来
、「
神
の
力
に
よ
っ

て
吹
き
起
こ
る
と
い
う
風
」
と
い

う
意
味
が
あ
り
、
由
来
は
13
世
紀

に
ま
で
遡
る
。
当
時
、
中
国
大
陸

を
支
配
し
て
い
た
王
朝
・
元
は
、

て
い
る
。
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
で
は

『kamikaze

』
は
自
爆
テ
ロ
の
同

義
語
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
自
爆

テ
ロ
が
起
き
る
た
び
に
、
人
々

は
『kamikaze

』
が
起
き
た
と

い
う
」
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
フ

ラ
ン
ス
人
を
始
め
と
す
る
海
外
の

人
々
は
、「kamikaze

」
の
語
源

を
し
っ
か
り
理
解
し
た
上
で
、
あ

え
て
特
攻
と
自
爆
テ
ロ
を
同
一
視

し
て
い
る
。
ま
た
、
プ
チ
・
ロ

ベ
ー
ル
仏
仏
辞
典
を
見
て
み
る

と
「kamikaze

」
は
「
無
謀
な

人
」
の
こ
と
を
指
し
、
ま
た
「
自

殺
同
様
の
」
と
い
う
形
容
詞
と
し

て
も
用
い
ら
れ
る
と
書
か
れ
て
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら「kamikaze

」

は
外
来
語
と
し
て
完
全
に
定
着
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
元
特
攻
隊
員
た

ち
は
「
そ
れ
ら
を
同
じ
と
考
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
日
本
人
は
テ
ロ

リ
ス
ト
で
す
と
言
っ
て
い
る
よ
う

な
も
の
」
と
不
満
を
口
に
し
て
い

る
。
確
か
に
、
特
攻
の
標
的
は
あ

く
ま
で
も
敵
国
の
戦
艦
で
あ
り
、

そ
れ
に
乗
っ
て
い
る
の
も
軍
人

だ
。今
回
の
テ
ロ
の
よ
う
に
突
然
、

無
差
別
に
一
般
市
民
を
巻
き
添
え

に
す
る
自
爆
テ
ロ
と
特
攻
が
同
一

だ
と
は
言
い
難
い
。

　
特
攻
は
祖
国
と
そ
こ
に
い
る
家

族
を
守
る
た
め
、
自
ら
の
命
を
懸

け
て
戦
う
も
の
だ
。
一
方
で
、
Ｉ

Ｓ
も
自
分
の
信
じ
る
道
の
た
め
に

自
ら
の
命
を
投
げ
打
っ
て
戦
う
。

確
か
に
、
双
方
の
そ
の
よ
う
な
姿

は
、
第
三
者
か
ら
見
れ
ば
同
じ
こ

と
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
し

ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、

日
本
人
に
と
っ
て
「kamikaze

」

は
自
爆
テ
ロ
で
は
な
い
。
紛
れ
も

な
く
「
神
風
」
そ
の
も
の
だ
。
そ

ん
な
彼
ら
の
想
い
と
は
裏
腹
に
、

「
神
風
」
が
海
を
渡
り
異
国
の
地

文
永
の
役
と
弘
安
の
役
の
二
度
に

わ
た
り
、
日
本
本
土
に
攻
め
入
っ

た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
突
然
訪

れ
た
暴
風
雨
に
よ
り
、
元
の
船
は

撃
退
さ
れ
て
し
ま
う
。
侵
略
を
防

い
だ
こ
の
奇
跡
と
も
い
え
る
暴
風

雨
を
、
当
時
の
人
々
は
「
神
風
」

と
呼
ん
だ
。

　
時
を
経
て
第
二
次
世
界
大
戦

中
、
大
西
瀧た
き

次じ

郎ろ
う

海
軍
中
将
は
あ

る
特
別
攻
撃
隊
（
以
下
、
特
攻
）

を
編
成
す
る
。
特
攻
と
は
、
爆
弾

や
爆
薬
を
搭
載
し
た
軍
用
機
や
潜

水
艦
な
ど
に
乗
り
込
み
、
敵
国
の

戦
艦
に
直
接
体
当
た
り
を
し
て
自

爆
す
る
と
い
う
決
死
の
攻
撃
部
隊

の
こ
と
だ
。
大
西
海
軍
中
将
は
そ

の
特
攻
に
、
元
を
撃
退
し
た
「
神

風
」
の
よ
う
に
、
敵
で
あ
る
連
合

国
を
討
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

を
込
め
て
「
神
風
特
別
攻
撃
隊
」

と
名
付
け
た
。
こ
の
異
例
の
戦
術

は
世
界
中
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
、「kamikaze

」
と
し
て
人
々

の
記
憶
に
強
く
残
っ
た
。

　
そ
し
て
近
年
、「kamikaze

」

と
い
う
言
葉
は
海
外
の
メ
デ
ィ
ア

に
よ
っ
て
再
び
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
仏
メ
デ
ィ
ア

だ
け
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。
例

え
ば
、
２
０
０
１
年
９
月
に
ア

メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
勃

発
し
た
同
時
多
発
テ
ロ
の
際
に

も
、
米
紙
は
自
爆
テ
ロ
の
こ
と
を

「kamikaze attack

」と
報
じ
た
。

ま
た
、
今
年
３
月
に
ベ
ル
ギ
ー
の

首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
発
生
し
た

同
時
多
発
テ
ロ
の
際
も
、
や
は
り

こ
の
言
葉
が
使
わ
れ
た
。

　
海
外
の
人
々
は
特
攻
と
自
爆
テ

ロ
を
同
一
視
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
関
し
、
フ
ラ
ン
ス
人

の
友
人
は
「
語
源
は
日
本
語
で
あ

り
、
そ
の
単
語
が
持
つ
歴
史
的
な

事
実
も
、
も
ち
ろ
ん
み
ん
な
知
っ

に
た
ど
り
着
い
た
と
き
、
そ
の
意

味
を
ど
う
捉
え
る
か
は
外
国
人
に

委
ね
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
交
通
網
の

発
達
に
よ
り
世
界
中
で
言
語
接
触

が
生
じ
や
す
く
な
っ
た
今
、
外
来

語
は
ま
す
ま
す
増
え
続
け
て
い

る
。「
元
の
言
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
損
な
わ
な
い
」、「
訳
す
の
が
難

し
い
専
門
用
語
を
簡
単
に
表
現
で

き
る
」
な
ど
外
来
語
の
長
所
は
多

い
。
一
方
で
、
外
来
語
が
間
違
っ

た
意
味
を
持
っ
て
広
ま
り
、
そ
の

ま
ま
使
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
た
め

に
外
国
人
を
傷
つ
け
た
り
反
感
を

買
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
の

も
ま
た
事
実
だ
。
特
に
今
回
の

「kamikaze

」
の
よ
う
に
歴
史
的

背
景
を
含
む
、
当
事
国
に
と
っ
て

繊
細
な
単
語
は
注
意
を
払
う
必
要

が
あ
る
。
今
、
外
来
語
の
取
り
扱

い
方
が
問
わ
れ
る
。

　
本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
事
業
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で

お
伝
え
し
て
い
る
「

」。
今
回
は
５
月
18
日
に
本
学

で
行
わ
れ
た
「
日
本
の
国
連
加

盟
60
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

『
リ
ー
ダ
ー
な
き
世
界
に
お
け
る

国
連
と
日
本
の
役
割
』」
に
も
触

れ
な
が
ら
、
２
０
１
７
年
度
か
ら

本
格
始
動
す
る
大
学
院
の「
国
連
・

外
交
コ
ー
ス
」、
そ
し
て
本
学
の

Ｓ
Ｇ
Ｕ
構
想
の
“
今
”
を
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
す
る
。

　
本
学
は
今
年
に
入
っ
て
か
ら
国

連
・
外
交
コ
ー
ス
に
関
す
る
広
報

活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
国
連
で
働
く
日

本
人
職
員
を
関
西
学
院
大
学
か
ら

増
や
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
た
「
国
連
・
国
際
機
関
等
へ

の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
」
を
、
学

内
外
問
わ
ず
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ

る
。
２
月
に
は
東
京
で
、
本
学
主

催
に
よ
る
日
本
の
国
連
加
盟
60
周

年
記
念
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。
岸
田
文
雄
外
務
大
臣

も
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
な
ど
内
容
の

濃
い
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
が
、

そ
こ
で
話
者
の
一
人
と
し
て
登
壇

し
た
の
が
、
４
月
か
ら
本
学
の
Ｓ

Ｇ
Ｕ
招し
ょ
う
へ
い聘
客
員
教
授
に
着
任
し
た

明
石
康
氏
で
あ
る
。

　
明
石
氏
は
日
本
が
国
連
に
加
盟

し
た
２
ヶ
月
後
、
１
９
５
７
年
に

日
本
人
初
の
国
連
職
員
と
し
て
国

連
で
勤
務
を
開
始
。
広
報
、軍
縮
、

担
当
事
務
次
長
を
歴
任
し
、
国
連

軍
縮
会
議
の
日
本
開
催
に
尽
力
し

た
ほ
か
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
お
い
て
国
連

カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機
構
（
Ｕ

Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
の
事
務
総
長
特
別
代

表
と
し
て
和
平
活
動
に
も
従
事
し

た
。
ま
た
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
、
国
際
連
合
保
護
軍 

（
Ｕ
Ｎ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
）
で
も
事

務
総
長
特
別
代
表
を
歴
任
。
国
連

退
官
後
は
、
２
０
０
２
年
か
ら
ス

リ
ラ
ン
カ
問
題
担
当
の
日
本
政
府

代
表
と
し
て
平
和
構
築
に
貢
献
し

て
い
る
。
ま
さ
に
日
本
人
国
連
職

員
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で
あ

る
。
そ
ん
な
明
石
氏
を
Ｓ
Ｇ
Ｕ
招

聘
客
員
教
授
と
し
て
迎
え
た
こ
と

か
ら
も
、
本
学
の
本
気
度
が
伺
え

る
。

　
こ
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

「
国
連
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
国
連
外
交
の
過

去
を
振
り
返
る
と
共
に
、
今
後
の

展
望
、
日
本
の
学
生
に
期
待
す
る

こ
と
や
グ
ロ
ー
バ
ル
に
お
け
る
教

育
の
役
割
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

こ
の
中
で
も
本
学
の
国
連
・
外
交

コ
ー
ス
が
話
題
に
上
が
り
、
日
本

に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
存
在
と

な
り
う
る
こ
と
が
改
め
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

２
０
１
６
年
に
入
っ
て
か
ら
本
学

が
主
催
し
た
Ｓ
Ｇ
Ｕ
関
連
の
最
初

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
が
、
こ
れ

は
主
に
省
庁
関
係
者
や
国
連
機
関

の
関
係
者
、
各
国
の
大
使
や
外
交

官
、
国
連
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

る
研
究
者
と
い
っ
た
有
識
者
向
け

に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
18
日
に
行
わ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
国
連
・
外

交
コ
ー
ス
で
こ
れ
か
ら
学
ぶ
可
能

性
の
あ
る
現
役
の
学
生
に
向
け
た

も
の
で
あ
る
。
現
役
の
学
生
に

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
を
認
知
し
て

も
ら
う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
グ
ロ
ー

バ
ル
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
活
躍
し
て

き
た
先
生
方
の
生
の
声
を
聞
く
こ

と
で
学
び
の
場
に
し
て
も
ら
い
、

国
際
貢
献
へ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う
こ

第９回追跡!! SGU
大学院 国連・外交コース最先端
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デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

議
論
は
白
熱
し
た
も
の
と
な
っ

た
。
話
者
と
し
て
参
加
さ
れ
た
先

生
方
も
多
く
の
現
場
で
経
験
を
積

ん
で
き
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
ば
か

り
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
の
一
つ
一

つ
に
重
み
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
関
西
学
院
大
学
お
よ
び
国
連
・

外
交
コ
ー
ス
開
設
準
備
室
で
は
今

後
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
る
。
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
参

照
し
て
ほ
し
い
。（
ア
ド
レ
ス
：

http://gap.kwansei.ac.jp/
unfa/

）

と
も
狙
い
と
し
て
い
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
２
部
構
成
で

進
行
し
た
。
前
半
は
先
ほ
ど
紹
介

し
た
明
石
氏
が
「
世
界
情
勢
の
変

遷
と
私
の
国
連
観
：
日
本
の
若
者

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
テ
ー
マ
に
、

基
調
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

明
石
氏
と
本
学
学
生
に
よ
る
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
本

学
学
生
か
ら
の
質
問
の
数
々
に
、

明
石
教
授
は
「
関
学
の
学
生
の
皆

さ
ん
は
良
く
学
ん
で
お
り
、
ど
れ

も
鋭
く
重
要
な
質
問
で
、
さ
す
が

に
レ
ベ
ル
が
高
い
」
と
い
う
コ
メ

ン
ト
と
と
も

に
、
ひ
と
つ
ず

つ
丁
寧
に
答
え

て
い
た
。
第
２

部
で
は
日
本
の

国
連
加
盟
60
年

を
機
に
、
日
本

が
ど
の
よ
う
に

国
連
運
営
と
国

連
憲
章
の
掲
げ

る
、
平
和
、
人

権
、
開
発
の
分

野
で
貢
献
し
て

き
た
か
、
そ
し

て
リ
ー
ダ
ー
な

き
世
界
（
Ｇ
ゼ

ロ
）
と
言
わ
れ

る
現
在
お
よ
び

そ
う
遠
く
な
い

将
来
に
お
い

て
、
世
界
と
国

連
の
為
に
い
か

な
る
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
出

来
る
か
に
つ
い

て
話
者
と
し
て

参
加
し
た
先
生

方
が
、
様
々
な

分
野
で
の
事
例

を
基
に
問
題

提
起
を
行
い
、
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日進月歩日進月歩論説
　
昨
年
11
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
首
都

パ
リ
で
同
時
多
発
テ
ロ
が
起
き

た
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
「
Ｉ

Ｓ
」
に
よ
る
も
の
で
、
実
行
犯
の

何
人
か
は
、
自
身
に
取
り
付
け
た

爆
弾
装
置
を
爆
発
さ
せ
、
大
勢
の

一
般
市
民
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
世
界
的
に
高
い
評
価

を
誇
る
仏
紙
「Le Monde

」
を

始
め
と
す
る
現
地
メ
デ
ィ
ア
は
、

こ
の
よ
う
な
捨
て
身
の
戦
術
を

「kamikaze

」
と
呼
ん
だ
。
こ
れ

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
旧
日
本
軍

の
「
神
風
特
別
攻
撃
隊
」
が
語
源

の
外
来
語
だ
。
原
語
の
意
味
か
ら

ず
れ
た
こ
の
よ
う
な
使
用
法
に
、

今
、
多
く
の
日
本
人
が
憤
り
を
感

じ
て
い
る
。

　
明
鏡
国
語
辞
典
に
よ
る
と
「
神

風
」
に
は
本
来
、「
神
の
力
に
よ
っ

て
吹
き
起
こ
る
と
い
う
風
」
と
い

う
意
味
が
あ
り
、
由
来
は
13
世
紀

に
ま
で
遡
る
。
当
時
、
中
国
大
陸

を
支
配
し
て
い
た
王
朝
・
元
は
、

て
い
る
。
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
で
は

『kamikaze

』
は
自
爆
テ
ロ
の
同

義
語
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
自
爆

テ
ロ
が
起
き
る
た
び
に
、
人
々

は
『kamikaze

』
が
起
き
た
と

い
う
」
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
フ

ラ
ン
ス
人
を
始
め
と
す
る
海
外
の

人
々
は
、「kamikaze

」
の
語
源

を
し
っ
か
り
理
解
し
た
上
で
、
あ

え
て
特
攻
と
自
爆
テ
ロ
を
同
一
視

し
て
い
る
。
ま
た
、
プ
チ
・
ロ

ベ
ー
ル
仏
仏
辞
典
を
見
て
み
る

と
「kamikaze

」
は
「
無
謀
な

人
」
の
こ
と
を
指
し
、
ま
た
「
自

殺
同
様
の
」
と
い
う
形
容
詞
と
し

て
も
用
い
ら
れ
る
と
書
か
れ
て
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら「kamikaze

」

は
外
来
語
と
し
て
完
全
に
定
着
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
元
特
攻
隊
員
た

ち
は
「
そ
れ
ら
を
同
じ
と
考
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
日
本
人
は
テ
ロ

リ
ス
ト
で
す
と
言
っ
て
い
る
よ
う

な
も
の
」
と
不
満
を
口
に
し
て
い

る
。
確
か
に
、
特
攻
の
標
的
は
あ

く
ま
で
も
敵
国
の
戦
艦
で
あ
り
、

そ
れ
に
乗
っ
て
い
る
の
も
軍
人

だ
。今
回
の
テ
ロ
の
よ
う
に
突
然
、

無
差
別
に
一
般
市
民
を
巻
き
添
え

に
す
る
自
爆
テ
ロ
と
特
攻
が
同
一

だ
と
は
言
い
難
い
。

　
特
攻
は
祖
国
と
そ
こ
に
い
る
家

族
を
守
る
た
め
、
自
ら
の
命
を
懸

け
て
戦
う
も
の
だ
。
一
方
で
、
Ｉ

Ｓ
も
自
分
の
信
じ
る
道
の
た
め
に

自
ら
の
命
を
投
げ
打
っ
て
戦
う
。

確
か
に
、
双
方
の
そ
の
よ
う
な
姿

は
、
第
三
者
か
ら
見
れ
ば
同
じ
こ

と
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
し

ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、

日
本
人
に
と
っ
て
「kamikaze

」

は
自
爆
テ
ロ
で
は
な
い
。
紛
れ
も

な
く
「
神
風
」
そ
の
も
の
だ
。
そ

ん
な
彼
ら
の
想
い
と
は
裏
腹
に
、

「
神
風
」
が
海
を
渡
り
異
国
の
地

文
永
の
役
と
弘
安
の
役
の
二
度
に

わ
た
り
、
日
本
本
土
に
攻
め
入
っ

た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
突
然
訪

れ
た
暴
風
雨
に
よ
り
、
元
の
船
は

撃
退
さ
れ
て
し
ま
う
。
侵
略
を
防

い
だ
こ
の
奇
跡
と
も
い
え
る
暴
風

雨
を
、
当
時
の
人
々
は
「
神
風
」

と
呼
ん
だ
。

　
時
を
経
て
第
二
次
世
界
大
戦

中
、
大
西
瀧た
き

次じ

郎ろ
う

海
軍
中
将
は
あ

る
特
別
攻
撃
隊
（
以
下
、
特
攻
）

を
編
成
す
る
。
特
攻
と
は
、
爆
弾

や
爆
薬
を
搭
載
し
た
軍
用
機
や
潜

水
艦
な
ど
に
乗
り
込
み
、
敵
国
の

戦
艦
に
直
接
体
当
た
り
を
し
て
自

爆
す
る
と
い
う
決
死
の
攻
撃
部
隊

の
こ
と
だ
。
大
西
海
軍
中
将
は
そ

の
特
攻
に
、
元
を
撃
退
し
た
「
神

風
」
の
よ
う
に
、
敵
で
あ
る
連
合

国
を
討
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

を
込
め
て
「
神
風
特
別
攻
撃
隊
」

と
名
付
け
た
。
こ
の
異
例
の
戦
術

は
世
界
中
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
、「kamikaze

」
と
し
て
人
々

の
記
憶
に
強
く
残
っ
た
。

　
そ
し
て
近
年
、「kamikaze

」

と
い
う
言
葉
は
海
外
の
メ
デ
ィ
ア

に
よ
っ
て
再
び
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
仏
メ
デ
ィ
ア

だ
け
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。
例

え
ば
、
２
０
０
１
年
９
月
に
ア

メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
勃

発
し
た
同
時
多
発
テ
ロ
の
際
に

も
、
米
紙
は
自
爆
テ
ロ
の
こ
と
を

「kamikaze attack

」と
報
じ
た
。

ま
た
、
今
年
３
月
に
ベ
ル
ギ
ー
の

首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
発
生
し
た

同
時
多
発
テ
ロ
の
際
も
、
や
は
り

こ
の
言
葉
が
使
わ
れ
た
。

　
海
外
の
人
々
は
特
攻
と
自
爆
テ

ロ
を
同
一
視
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
関
し
、
フ
ラ
ン
ス
人

の
友
人
は
「
語
源
は
日
本
語
で
あ

り
、
そ
の
単
語
が
持
つ
歴
史
的
な

事
実
も
、
も
ち
ろ
ん
み
ん
な
知
っ

に
た
ど
り
着
い
た
と
き
、
そ
の
意

味
を
ど
う
捉
え
る
か
は
外
国
人
に

委
ね
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
交
通
網
の

発
達
に
よ
り
世
界
中
で
言
語
接
触

が
生
じ
や
す
く
な
っ
た
今
、
外
来

語
は
ま
す
ま
す
増
え
続
け
て
い

る
。「
元
の
言
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
損
な
わ
な
い
」、「
訳
す
の
が
難

し
い
専
門
用
語
を
簡
単
に
表
現
で

き
る
」
な
ど
外
来
語
の
長
所
は
多

い
。
一
方
で
、
外
来
語
が
間
違
っ

た
意
味
を
持
っ
て
広
ま
り
、
そ
の

ま
ま
使
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
た
め

に
外
国
人
を
傷
つ
け
た
り
反
感
を

買
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
の

も
ま
た
事
実
だ
。
特
に
今
回
の

「kamikaze

」
の
よ
う
に
歴
史
的

背
景
を
含
む
、
当
事
国
に
と
っ
て

繊
細
な
単
語
は
注
意
を
払
う
必
要

が
あ
る
。
今
、
外
来
語
の
取
り
扱

い
方
が
問
わ
れ
る
。

　
本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
事
業
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で

お
伝
え
し
て
い
る
「
追
跡
‼
Ｓ
Ｇ

Ｕ
」。
今
回
は
５
月
18
日
に
本
学

で
行
わ
れ
た
「
日
本
の
国
連
加

盟
60
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

『
リ
ー
ダ
ー
な
き
世
界
に
お
け
る

国
連
と
日
本
の
役
割
』」
に
も
触

れ
な
が
ら
、
２
０
１
７
年
度
か
ら

本
格
始
動
す
る
大
学
院
の「
国
連
・

外
交
コ
ー
ス
」、
そ
し
て
本
学
の

Ｓ
Ｇ
Ｕ
構
想
の
“
今
”
を
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
す
る
。

　
本
学
は
今
年
に
入
っ
て
か
ら
国

連
・
外
交
コ
ー
ス
に
関
す
る
広
報

活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
国
連
で
働
く
日

本
人
職
員
を
関
西
学
院
大
学
か
ら

増
や
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
た
「
国
連
・
国
際
機
関
等
へ

の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
」
を
、
学

内
外
問
わ
ず
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ

る
。
２
月
に
は
東
京
で
、
本
学
主

催
に
よ
る
日
本
の
国
連
加
盟
60
周

年
記
念
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。
岸
田
文
雄
外
務
大
臣

も
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
な
ど
内
容
の

濃
い
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
が
、

そ
こ
で
話
者
の
一
人
と
し
て
登
壇

し
た
の
が
、
４
月
か
ら
本
学
の
Ｓ

Ｇ
Ｕ
招し
ょ
う
へ
い聘
客
員
教
授
に
着
任
し
た

明
石
康
氏
で
あ
る
。

　
明
石
氏
は
日
本
が
国
連
に
加
盟

し
た
２
ヶ
月
後
、
１
９
５
７
年
に

日
本
人
初
の
国
連
職
員
と
し
て
国

連
で
勤
務
を
開
始
。
広
報
、軍
縮
、

担
当
事
務
次
長
を
歴
任
し
、
国
連

軍
縮
会
議
の
日
本
開
催
に
尽
力
し

た
ほ
か
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
お
い
て
国
連

カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機
構
（
Ｕ

Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
の
事
務
総
長
特
別
代

表
と
し
て
和
平
活
動
に
も
従
事
し

た
。
ま
た
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
、
国
際
連
合
保
護
軍 

（
Ｕ
Ｎ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
）
で
も
事

務
総
長
特
別
代
表
を
歴
任
。
国
連

退
官
後
は
、
２
０
０
２
年
か
ら
ス

リ
ラ
ン
カ
問
題
担
当
の
日
本
政
府

代
表
と
し
て
平
和
構
築
に
貢
献
し

て
い
る
。
ま
さ
に
日
本
人
国
連
職

員
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で
あ

る
。
そ
ん
な
明
石
氏
を
Ｓ
Ｇ
Ｕ
招

聘
客
員
教
授
と
し
て
迎
え
た
こ
と

か
ら
も
、
本
学
の
本
気
度
が
伺
え

る
。

　
こ
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

「
国
連
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
国
連
外
交
の
過

去
を
振
り
返
る
と
共
に
、
今
後
の

展
望
、
日
本
の
学
生
に
期
待
す
る

こ
と
や
グ
ロ
ー
バ
ル
に
お
け
る
教

育
の
役
割
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

こ
の
中
で
も
本
学
の
国
連
・
外
交

コ
ー
ス
が
話
題
に
上
が
り
、
日
本

に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
存
在
と

な
り
う
る
こ
と
が
改
め
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

２
０
１
６
年
に
入
っ
て
か
ら
本
学

が
主
催
し
た
Ｓ
Ｇ
Ｕ
関
連
の
最
初

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
が
、
こ
れ

は
主
に
省
庁
関
係
者
や
国
連
機
関

の
関
係
者
、
各
国
の
大
使
や
外
交

官
、
国
連
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

る
研
究
者
と
い
っ
た
有
識
者
向
け

に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
18
日
に
行
わ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
国
連
・
外

交
コ
ー
ス
で
こ
れ
か
ら
学
ぶ
可
能

性
の
あ
る
現
役
の
学
生
に
向
け
た

も
の
で
あ
る
。
現
役
の
学
生
に

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
を
認
知
し
て

も
ら
う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
グ
ロ
ー

バ
ル
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
活
躍
し
て

き
た
先
生
方
の
生
の
声
を
聞
く
こ

と
で
学
び
の
場
に
し
て
も
ら
い
、

国
際
貢
献
へ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う
こ

第９回追跡!! SGU
大学院 国連・外交コース最先端

～ゲートウェイに集え～
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　日々、関学生の多くの皆さんが通っている西宮
上ケ原キャンパス。しかし、キャンパス内の建物
や施設を知り尽くしている人はなかなかいないだ
ろう。
　そこで今回は、最新施設の紹介や、関学生だけ
がお得に利用できる学外施設の情報、さらに日本
一美しいと言われる本学キャンパスの植生まで幅
広く紹介する。
　キャンパスを知り尽くし、より良い大学生活を
送ってほしい。

　
法
学
部
棟

と
Ａ
号
館
の

間
の
小
道
を

ま
っ
す
ぐ
進

ん
で
裏
へ
抜

け
た
と
こ
ろ

に
、
風
情
あ
る
茶
室
・
恵
風
庵

が
静
か
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。

季
節
ご
と
に
顔
を
変
え
る
玄
関

前
や
露ろ

地じ

の
自
然
は
ま
さ
に
圧

巻
。
こ
こ
で
は
、
文
化
総
部
茶

道
部
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

茶 室

　
文
学
部
新
館
と
文
学
部
棟
の

渡
り
廊
下
を
抜
け
る
と
、
ひ
っ

そ
り
と
バ
ラ
園
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
季
節

に
よ
っ
て
表
情
を
変
え
る
キ
ャ

ン
パ
ス
の
植
物
の
な
か
で
、
こ

の
場
所
で
は
、
４
月
下
旬
か
ら

夏
に
か
け
て
、
バ
ラ
の
つ
ぼ
み

が
開
き
始
め
る
。
色
も
種
類
も

豊
富
な
バ
ラ
が
き
れ
い
に
植
え

ら
れ
て
い
る
。
地
に
植
え
ら
れ

て
い
る
も
の
の
他
に
壁
を
伝
っ

て
い
た
り
、
ア
ー
チ
に
な
っ
て

い
た
り
す
る
も
の
も
あ
る
。

　
バ
ラ
の
他
に
も
、
ロ
ー
ズ
マ

リ
ー
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
も
植
え
ら

れ
て
い
て
、
葉
が
生
い
茂
る
季
節
に

な
る
と
心
地
よ
い
香
り
で
い
っ
ぱ

い
に
な
る
。

バ 

ラ 

園

　
神
学
部
棟
の
裏
、
Ｆ
号
館
の

向
か
い
側
に
、
等
間
隔
に
植
え

ら
れ
た
23
本
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン

の
木
が
あ
る
。

　
今
か
ら
21
年
前
に
起
き
た
阪

神
淡
路
大
震
災
で
は
、
本
学
の

在
学
生
15
人
と
教
職
員
８
人
、

計
23
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。

こ
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
は
、
震
災

で
犠
牲
と
な
っ
た
本
学
関
係
者

の
数
だ
け
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
は
３
月
下
旬

か
ら
４
月
に
か
け
て
、
そ
の
名
の

通
り
、
白
く
大
き
な
花
を
咲
か

せ
る
。
花
の
季
節
が
終
わ
る
と
、

23
本
の

ハ
ク
モ
ク
レ
ン

落
葉
シ
ー
ズ
ン
ま
で
、
黄
緑
色
の

葉
っ
ぱ
が
育
つ
。

　
Ｆ
号
館
の
前
の
ベ
ン
チ
に
座
っ

て
、
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
の
木
々
か
ら

生
ま
れ
る
風
に
心
落
ち
着
か
せ
る

時
間
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

季節によっていろいろな顔を見せる関学

日
本
庭
園

藤
の
花
言
葉

　 

優
し
さ
、

　 

決
し
て
離
さ
な
い
、

　 

恋
に
酔
う
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新
学
生
会
館
３
階
に
は
我
ら
が

新
聞
総
部
の
部
室
が
あ
る
。
新
聞

総
部
は
週
一
回
金
曜
日
に
部
員
全

員
が
集
ま
る
会
議
を
し
て
い
る
。

活
動
内
容
は
、
取
材
を
し
た
り
、

記
事
を
書
い
た
り
。
そ
し
て
、
新

聞
を
年
に
６
回
発
行
し
て
い
る
。

新
聞
だ
け
で
は
な
くTwitter

や

Facebook

な
ど
のSNS

も
更
新

し
て
い
る
。

　
他
に
も
、
神
戸
新
聞
社
主
催
の

学
生
編
集
会
議
に
参
加
し
て
お

り
、
月
に
一
回
神
戸
新
聞
社
本
社

新
聞
総
部
部
室

を
訪
れ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
部
員

募
集
中
で
あ
る
の
で
、
気
軽
に
部

室
を
覗
き
に
来
て
ほ
し
い
。

　
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合

体
育
館
に
温
水
プ
ー
ル
が
あ
る
こ

と
を
皆
さ
ん
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
普
段
は
部
活
動
や
サ
ー
ク

ル
が
使
用
し
て
い
る
が
、
週
に
１

回
、
月
に
４
回
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で

関
学
生
と
本
学
の
教
職
員
に
無
料

で
解
放
さ
れ
て
い
る
。
解
放
の
時

間
は
毎
回
異
な
る
が
、
主
に
17
時

か
ら
19
時
の
時
間
帯
で
あ
る
。

　
利
用
者
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
本
気
で
泳
ぎ
た
い
人
に
と
っ
て

は
絶
好
の
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

一
般
開
放
の
時
間
に
も
部
活
動
や

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る
学
生

が
監
視
室
に
居
る
た
め
少
し
目
が

気
に
な
る
、
と
過
去
に
利
用
し
た

こ
と
が
あ
る
新
聞
総
部
員
は
語
る
。

利
用
者
が
増
え
れ
ば
そ
の
よ
う
な

総
合
体
育
館

温
水
プ
ー
ル

心
配
が
な
く
な
る
可
能
性
が
高
い

の
で
、
皆
さ
ん
積
極
的
に
利
用
し

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　
更
衣
室
に
は
個
室
の
温
水
シ
ャ

ワ
ー
も
設
置
さ
れ
て
お
り
設
備
も

申
し
分
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
利
用
希
望
者
は
開
放
日
の
15
時

ま
で
に
体
育
館
一
階
の
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
課
事
務
室
に
申
し
込
む

こ
と
で
利
用
で
き
る
。
水
泳
帽
の

着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の

で
注
意
が
必
要
だ
。
解
放
の
日
程

は
学
生
会
館
の
掲
示
板
な
ど
に
掲

示
さ
れ
て
い
る
の
で
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

つ
つ
じ
の
花
言
葉

　 

愛
の
喜
び
、
情
熱
、 

　 

初
恋

　
２
０
０
９
年
10
月
、
公
益
財

団
法
人
頴
川
美
術
館
と
本
学
は

学
術
・
研
究
お
よ
び
教
育
に

お
け
る
連
携
協
力
協
定
を
結
ん

だ
。
以
来
、
関
学
生
は
こ
の
美

術
館
の
展
示
を
無
料
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
美
術
館
に

は
、
主
に
江
戸
時
代
を
中
心
と

す
る
様
々
な
日
本
、
あ
る
い
は

中
国
の
作
品
が
約
５
０
０
点
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
５
月
13
日
ま

で
行
わ
れ
て
い
た
春
季
展
で

は
、
円
山
応
挙
の
「
四
季
花
鳥

図
屏
風
」
を
始
め
と
す
る
美
し

い
絵
画
や
工
芸
品
が
展
示
さ
れ

て
い
た
。
館
長
代
理
の
堀
家
広

子
さ
ん
は
学
生
に
向
け
て
、「
一

つ
で
も
多
く
の
美
術
品
に
触
れ

て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
そ
の
経

験
が
少
し
で
も
い
つ
か
他
の
作

品
を
見
る
際
の
知
識
に
な
れ
ば

い
い
」
と
語
っ
た
。
秋
季
展
は

９
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
行

わ
れ
る
予
定
だ
。

　
魅
力
的
な
の
は
美
術
館
だ
け

で
は
な
い
。
美
術
館
の
す
ぐ
隣

に
あ
る
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
も
、

関
学
生
な
ら
無
料
で
利
用
す
る

こ
と
が
出
来
る
。
グ
リ
ー
ン

ホ
ー
ル
は
演
奏
会
や
展
覧
会
、

講
演
会
、
会
議
な
ど
多
目
的
な

利
用
が
可
能
だ
。
ま
た
、
駅
か

ら
徒
歩
約
５
分
と
近
く
、
椅
子
、

テ
ー
ブ
ル
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

や
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
が
使
用
で

き
、
立
地
、
設
備
共
に
優
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と

に
ま
だ
こ
の
ホ
ー
ル
の
存
在
を

知
ら
な
い
学
生
が
多
い
の
が
現

状
だ
。

頴え 

川が
わ 

美 

術 

館

　
関
学
生
な
ら
こ
ん
な
に
も
お
得

に
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
頴

川
美
術
館
と
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
。

こ
の
貴
重
な
機
会
を
最
大
限
に
利

用
し
、
豊
か
な
大
学
生
活
を
送
ろ

う
。
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が
現

れ
、Twitter

な
ど
で
も
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に
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。
こ
れ
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ダ
リ
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グ
に
使
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ウ
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の
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に
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演
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展
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。
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が
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、
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地
、
設
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共
に
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て
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る
。
し
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し
、
残
念
な
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と

に
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だ
こ
の
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の
存
在
を

知
ら
な
い
学
生
が
多
い
の
が
現
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だ
。
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、
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う
仮
説
を
立
て
て
い
た
。
し
か
し
、
結
果
は
、
自
己
の
利

益
を
考
え
つ
つ
も
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
分
配
す

る
と
い
う
予
想
に
反
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
森
教
授
は
、

こ
の
よ
う
な
人
間
の
意
外
な
行
動
や
心
の
仕
組
み
に
つ
い

て
よ
り
深
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
加 

え
、
社
会
学
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
心
理
学
」

と
「
社
会
学
」
の
２
つ
の
要
素
を
合
わ
せ
持
つ
「
社
会
心

理
学
」
を
専
門
的
に
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
森
教
授
の
ゼ
ミ
で
は
、
心
理
学
を
研
究
し
て
い

く
上
で
必
要
な
専
門
の
基
礎
知
識
を
最
初
に
学
生
に
教
え

る
。
卒
業
論
文
に
つ
い
て
は
学
生
が
比
較
的
自
由
な
テ
ー

マ
で
書
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の

基
礎
知
識
が
科
学
の
要
素
を
多
く
含
む
た
め
、「
心
理
学

を
学
び
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
、
基
礎
さ

え
身
に
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
語
る
。

　
最
後
に
本
学
の
学
生
に
向
け
て
、「
学
生
は
自
分
に
と
っ

て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、
そ
れ
を
悪
い
事
で
あ
る

と
捉
え
、
気
づ
か
な
い
ふ
り
を
し
が
ち
で
あ
る
。『
分
か

ら
な
い
こ
と
』
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
調
べ
て
欲
し
い
。
そ

れ
は
自
分
自
身
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の
で
あ

る
か
ら
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　
今
回
は
、社
会
学
部
の
森
久
美
子
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

森
教
授
は
、
人
間
の
協
力
的
社
会
関
係
を
成
立
さ
せ
る
心

理
的
基
盤
、
特
に
利
他
性
・
互
恵
性
・
衡
平
性
に
関
す
る

人
間
の
認
知
・
行
動
・
感
情
に
つ
い
て
、
実
験
ゲ
ー
ム
を

用
い
な
が
ら
研
究
し
て
い
る
。

　
森
教
授
は
学
生
時
代
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
興
味
が

あ
っ
た
た
め
臨
床
心
理
学
の
授
業
を
受
け
た
。
し
か
し
、

自
分
に
は
向
い
て
い
な
い
と
感
じ
た
。
一
方
で
、
同
時
期

に
受
け
て
い
た
社
会
学
は
、
社
会
の
切
り
口
か
ら
理
論
的

に
事
象
を
説
明
す
る
点
に
面
白
さ
を
感
じ
た
と
い
う
。１
、

２
年
生
の
時
点
で
「
こ
れ
か
ら
私
は
社
会
学
を
学
ん
で
い

く
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
未
来
が
見
え
て
い
た
そ
う
だ
。 

　
さ
ら
に
、
森
教
授
は
心
理
学
に
も
強
い
関
心
が
あ
っ

た
。「
最
後
通
牒
ゲ
ー
ム
」
を
知
っ
た
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ

だ
。
最
後
通
牒
ゲ
ー
ム
と
は
２
人
の
人
物
が
、
あ
る
与
え

ら
れ
た
金
銭
を
ど
の
よ
う
に
分
配
す
る
か
と
い
う
心
理
実

験
の
ゲ
ー
ム
だ
。１
人
に
は
報
酬
分
配
の
提
案
権
が
あ
り
、

も
う
１
人
に
は
提
案
さ
れ
た
報
酬
へ
の
拒
否
権
が
あ
る
。

し
か
し
、「
拒
否
」
と
な
っ
た
場
合
、
２
人
と
も
が
報
酬

を
失
う
。
こ
の
実
験
に
お
い
て
研
究
者
は
、
提
案
権
を
持

つ
人
間
は
自
分
の
利
益
の
み
を
考
え
た
分
配
を
行
う
と
い

もり　くみこ

1989年　大阪大学人間科学部卒業
1993年　名古屋大学大学院教育学研究科博士課程（前期）修了
1996年　名古屋大学大学院教育学研究科博士課程（後期）修了
1996年　愛知淑徳短期大学講師、同短大助教授、愛知淑徳大学助教授就任
2003年　関西学院大学社会学部教授就任

人の心理をゲームで研究
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第
６
回
目
と
な
る
「
お
す
す
め

の
お
店
探
し
隊
」
で
は
、
全
国
的

に
見
て
も
珍
し
い
ギ
リ
シ
ャ
料
理

の
お
店
「
φ
（
フ
ィ
）」
を
紹
介

る
際
に
は
必
ず
電
話
か
メ
ー
ル
で

予
約
を
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
お
店
で
は
講
師
を
招
い

て
の
ギ
リ
シ
ャ
語
レ
ッ
ス
ン
も

行
っ
て
い
る
。
毎
月
第
二
、
第
四

月
曜
日
で
一
回
だ
け
の
参
加
も
可

能
だ
。
お
い
し
い
ワ
イ
ン
を
片
手

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
ギ
リ
シ
ャ
語

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
春
原
さ

ん
い
わ
く
、
勉
強
だ
け
で
な
く
個

性
的
で
経
験
豊
か
な
人
々
の
お
話

を
聞
く
良
い
機
会
で
も
あ
る
の
で

少
し
で
も
興
味
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参

加
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
だ
。

　
ネ
ッ
ト
通
販
で
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
の
販
売
も
行
っ
て
い
る
た
め
、

全
国
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ぶ
お

客
さ
ん
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

オ
リ
ー
ブ
の
優
し
い
香
り
に
誘
わ

れ
て
、
あ
な
た
も
め
く
る
め
く
ギ

リ
シ
ャ
料
理
の
世
界
へ
一
歩
踏
み

出
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。

☆基本情報☆
◦住所：神戸市灘区八幡町4−9−27
◦アクセス：阪急六甲駅から徒歩2分
◦営業時間：11：00−18：00
　　　　　　（18時以降は要予約）
◦定休日：水・日・祝日
◦TEL/FAX：078−805−3551
◦Email：info@gefyra.org
◦Web：http://gefyra.org
◦Facebook：

http://www.facebook.com/kobephi
―――――――――――――――
ギリシャ語レッスン開講中

毎月第二、第四月曜日
16：30～、18：30～
１回 2,000円

（レッスンとワイン又はジュース＆軽食つき）

（
９
８
０
円
）」。
こ
の
日
は
ス
ブ

ラ
キ
（
ス
パ
イ
ス
チ
キ
ン
の
串

焼
）、
ホ
リ
ア
テ
ィ
キ
（
フ
ェ
タ

チ
ー
ズ
を
使
用
し
た
ギ
リ
シ
ャ
サ

ラ
ダ
）
が
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
で
堪

能
で
き
、
付
け
合
わ
せ
の
絶
品

ソ
ー
ス
、
ジ
ャ
ジ
キ
（
ヨ
ー
グ
ル

ト
、
き
ゅ
う
り
、
に
ん
に
く
、
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
混
ぜ
合
わ
せ
た

も
の
）
を
始
め
、
テ
ー
ブ
ル
の
上

に
置
か
れ
て
い
る
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
、
地
中
海
の
塩
を
加
え
な
が
ら

お
好
み
で
味
を
調
整
で
き
る
。

　
特
に
オ
ー
ナ
ー
の
ご
主
人
の
地

元
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
直
輸
入
し
て
い

る
高
品
質
で
フ
ル
ー
テ
ィ
な
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
は
、
ギ
リ
シ
ャ
料

理
に
か
か
せ
な
い
と
オ
ー
ナ
ー
の

春
原
さ
ん
は
語
る
。

　
ギ
リ
シ
ャ
食
材
を
輸
入
販
売
す

る
の
が
お
店
の
主
な
目
的
で
あ
る

た
め
、店
内
に
は
８
席
し
か
な
く
、

知
る
人
ぞ
知
る
隠
れ
家
的
レ
ス
ト

ラ
ン
と
い
え
る
。
大
人
数
で
訪
れ週替わりのギリシャランチ（980円）

店内にはギリシャ食材がずらりと並ぶ

堀川 アサコ

　
春
に
短
期
大
学
を
卒
業
し
、
就

職
浪
人
中
の
ア
ズ
サ
。
両
親
か
ら

は
「
な
り
た
い
も
の
に
な
り
な
さ

い
。」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
肝

心
の
「
な
り
た
い
も
の
」
が
見
つ

か
ら
な
い
。
や
り
た
い
こ
と
も
、

資
格
も
持
っ
て
い
な
い
ア
ズ
サ
が

履
歴
書
に
書
い
た
特
技
は
「
探
し

物
」。
そ
の
特
技
に
よ
り
山
の
上

に
あ
る
郵
便
局
に
ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
採
用
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
の
ア
ズ
サ
は
、
切
手
類

を
売
り
、
郵
便
物
を
受
け
取
る
仕

事
を
す
る
は
ず
だ
っ
た
の
だ
が
…

な
ん
と
そ
こ
は
、「
地
獄
の
一
丁

目
」
に
存
在
す
る
、
郵
便
局
だ
っ

た
の
だ
。
そ
こ
で
は
、
確
か
に
書

簡
を
受
け
取
り
、
通
帳
の
取
り
扱

い
も
す
る
が
、
私
た
ち
の
普
段
利

用
す
る
郵
便
局
と
大
き
く
違
う
と

こ
ろ
が
あ
る
。
な
ん
と
そ
の
郵
便

局
で
は
、
死
ん
だ
人
か
ら
生
き
て

い
る
ひ
と
へ
の
挨
拶
状
を
受
け
付

け
て
い
た
の
だ
。

　
こ
の
本
の
著
者
で
あ
る
堀
川
ア

サ
コ
氏
は
、
２
０
０
２
年
に
著
書

『
芳
一
―
―
鎮
西
呪
方
絵
巻
』
が

第
十
五
回
小
説
す
ば
る
新
人
賞
の

最
終
候
補
ま
で
残
り
、
２
０
０
６

年
に
は
著
書
『
闇や
み
か
が
み鏡
』
で
日
本 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ノ
ベ
ル
大
賞
を
受

賞
し
デ
ビ
ュ
ー
し
た
実
力
派
作
家

で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
本
の

ほ
か
に
も
、『
幻
想
電
氣
館
』
や 

『
幻
想
探
偵
社
』
な
ど
の
幻
想
シ

リ
ー
ズ
や
、
予
言
村
シ
リ
ー
ズ
な

ど
の
シ
リ
ー
ズ
本
を
数
多
く
手
掛

け
て
い
る
。
ま
た
、
小
説
の
舞
台

が
、「
地
獄
の
一
丁
目
の
郵
便
局
」

な
ど
と
い
う
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク

な
設
定
も
筆
者
の
作
品
の
魅
力
の

一
つ
だ
。

　
ア
ズ
サ
が
こ
の
郵
便
局
に
採
用

さ
れ
た
本
当
の
理
由
と
は
何
か
。

「
地
獄
の
一
丁
目
」
に
あ
る
郵
便

局
に
隠
さ
れ
た
秘
密
と
は
…

　
こ
の
不
思
議
な
郵
便
局
を
訪
れ

る
ひ
と
が
教
え
て
く
れ
る
、
生
き

る
こ
と
の
意
味
や
命
の
大
切
さ

は
、
き
っ
と
あ
な
た
の
こ
こ
ろ
に

響
く
だ
ろ
う
。

青と白のギリシャ国旗が目印

す
る
。
阪
急
六
甲
駅
か
ら
歩
い
て

す
ぐ
の
、
ギ
リ
シ
ャ
国
旗
が
目
印

の
お
店
だ
。
店
内
は
青
と
白
を
基

調
と
し
た
オ
ー
ナ
ー
の
春す
の

原は
ら

伸の
ぶ

佳か

さ
ん
こ
だ
わ
り
の
デ
ザ
イ
ン
で
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、

本
場
ギ
リ
シ
ャ
の
料
理
、ワ
イ
ン
、

コ
ー
ヒ
ー
、
デ
ザ
ー
ト
ま
で
幅
広

く
味
わ
え
る
。

　
オ
ー
ナ
ー
の
お
す
す
め
は
週

替
わ
り
の
「
ギ
リ
シ
ャ
ラ
ン
チ
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か
く
れ
ん
ぼ
は
独
り
。
見
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
探
し
も
し
な
い
。

　
置
き
っ
ぱ
な
し
の
空
き
缶
は
、
誰
の
足
先
に
触
れ
る
こ
と
も
な
く
ゴ

ミ
に
な
る
。

　
沈
ま
な
い
夕
日
。
そ
れ
は
午
後
五
時
を
指
し
続
け
る
時
計
台
を
切
り

取
っ
て
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
る
。

　
公
園
の
ブ
ラ
ン
コ
は
風
も
吹
か
な
い
の
に
揺
れ
て
い
る
。
乗
り
手
の

い
な
い
シ
ー
ソ
ー
は
地
面
と
平
行
に
な
っ
て
、
滑
り
台
か
ら
階
段
が
消

え
た
。

「
き
れ
い
で
し
ょ
」

　
子
供
ら
し
い
高
い
声
で
、隣
に
い
る
君
が
得
意
げ
に
言
っ
た
。
そ
し
て
、

僕
の
手
を
握
る
。
小
さ
く
て
、可
愛
く
て
、ふ
わ
ふ
わ
し
た
手
の
ひ
ら
が
、

指
先
ま
で
温
め
る
。
君
は
無
邪
気
な
笑
顔
で
僕
の
こ
と
を
見
つ
め
て
い

た
。
僕
は
、
そ
の
表
情
に
安
堵
す
る
。
記
憶
の
中
で
は
、
は
っ
き
り
と

桃
色
だ
っ
た
君
の
花
柄
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
が
、
視
界
の
中
心
で
橙
色
に
燃

え
て
い
る
。
夕
日
の
せ
い
だ
。

　
周
り
は
全
て
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
で
も
君
だ
け
は
最
後
の
記
憶
か

ら
変
わ
ら
な
い
の
だ
。
僕
す
ら
も
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
、
ど
う
し

て
も
君
だ
け
は
変
わ
ら
な
い
の
だ
。
こ
こ
に
来
る
の
は
、
も
う
終
わ
り

に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
引
き
留
め
る
よ
う
に
君
は
笑
顔
を
向

け
る
。

「
ど
こ
に
も
行
か
な
い
で
」

　
聞
こ
え
た
の
は
、
僕
の
声
だ
っ
た
。
口
を
開
い
た
の
は
僕
だ
っ
た
。

君
の
手
を
強
く
握
り
返
し
た
。
途
端
に
、
僕
の
よ
り
ふ
た
ま
わ
り
く
ら

い
も
小
さ
い
そ
れ
は
、
い
と
も
簡
単
に
逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
。

「
鬼
さ
ん
こ
ち
ら
、
手
の
な
る
ほ
う
へ
」

　
そ
う
し
て
手
拍
子
を
す
る
と
、君
は
走
り
出
し
た
。
僕
は
追
い
か
け
て
、

ゆ
っ
く
り
と
歩
き
だ
す
。
気
づ
く
と
、
君
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の
て
っ

ぺ
ん
に
立
っ
て
い
た
。
鉄
棒
に
足
を
掛
け
て
登
ろ
う
と
す
る
と
、
足
先

は
空
を
切
っ
て
そ
の
ま
ま
地
面
を
踏
ん
だ
。
見
る
と
、
す
で
に
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
は
、
縦
に
伸
び
る
鉄
棒
で
で
き
た
四
角
い
ド
ー
ム
に
な
っ
て

い
た
。
登
る
た
め
の
足
場
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

い
つ
の
間
に
、
君
は
追
い
か
け
る
こ
と
さ
え
許
し
て
く
れ
な
く
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

「
あ
な
た
、
変
わ
っ
て
な
い
の
ね
」

　
成
熟
し
た
君
の
声
が
聞
こ
え
る
。
背
が
伸
び
た
僕
に
と
っ
て
は
、
子

供
用
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ん
て
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
は
ず
な
の
に
、

と
て
も
高
く
感
じ
る
。

「
ご
め
ん
ね
」

　
パ
ー
マ
を
か
け
て
飾
っ
た
茶
髪
が
、
突
然
現
れ
た
風
に
揺
れ
る
。
手

の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
い
る
君
は
美
し
か
っ
た
。
白
い
ド
レ
ス
と
ベ
ー

ル
が
、
夕
日
に
燃
え
て
い
る
。

「
行
か
な
い
で
く
れ
」

　
時
計
台
の
針
は
無
情
に
も
、
君
が
い
な
く
な
る
こ
と
で
動
き
出
そ
う

と
し
て
い
た
。

　
残
し
て
お
く
こ
と
も
で
き
な
い
思
い
出
が
、
橙
の
光
と
一
緒
に
消
え

て
い
く
。

　
君
は
、
僕
じ
ゃ
な
い
人
と
歩
い
て
行
く
。

　
僕
は
、
独
り
―
―
。

『
い
つ
ま
で
も
こ
こ
に
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺 

ゆ
る
か

　今回のK.G.studioはタイムスリップとK.G. 
PEOPLEです。タイムスリップでは蝶

ちょう

理
り

株式会
社 合繊・カーシート部に勤める山岡悠二さんに、
K.G.PEOPLEでは体育会スケート部 総主将を
務める浜田純一さんにお話を伺いました。
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浜田　純一さん（経・４）

体育会スケート部 総主将

　
私
は
関
西
学
院
大
学
商
学
部
を

卒
業
後
、
繊
維
、
化
学
品
を
取
り

扱
う
商
社
で
あ
る
蝶
理
株
式
会
社

に
就
職
し
ま
し
た
。
合
繊
・
カ
ー

シ
ー
ト
部
と
い
う
、
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
や
ナ
イ
ロ
ン
を
使
っ
て
カ
ー

シ
ー
ト
の
生
地
を
作
る
部
署
で
営

業
を
し
て
い
ま
す
。
シ
ー
ト
メ
ー

カ
ー
か
ら
注
文
を
受
け
、
ア
ジ
ア

地
域
の
原
糸
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
取

引
し
、
商
品
を
形
に
す
る
仕
事
で

す
。

　
大
学
時
代
は
体
育
会
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
に
所
属
し
、
キ
ャ
プ
テ
ン

た
い
と
考
え
、
ス
ケ
ー
ト
部
に
入

部
し
た
。
大
学
か
ら
ス
ケ
ー
ト
を

始
め
た
選
手
が
集
ま
る
Ｂ
ク
ラ
ス

で
ト
ッ
プ
に
な
る
と
い
う
目
標
を

立
て
、
昨
年
11
月
の
関
西
イ
ン
カ

レ
で
は
４
位
に
入
賞
し
、
男
子
団

体
優
勝
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
ス
ケ
ー
ト
と
い
う
競
技
に
出
合

い
、
再
び
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の

輝
き
を
取
り
戻
し
た
浜
田
さ
ん
だ

が
、
学
業
面
で
も
手
を
抜
く
こ
と

は
な
い
。
ア
メ
フ
ト
に
打
ち
込
ん

　
今
回
取
材
し
た
の
は
、
体
育
会

ス
ケ
ー
ト
部
の
総
主
将
を
務
め
る

浜
田
純
一
さ
ん
（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
部

門
／
経
・
４
）
だ
。

　
浜
田
さ
ん
が
ス
ケ
ー
ト
を
始
め

た
の
は
、
意
外
に
も
大
学
に
入
学

し
て
か
ら
だ
。
中
学
、
高
校
時
代

は
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
に
所
属
し
、
高
校
２
年
生
の
冬

に
は
兵
庫
県
選
抜
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝

く
ほ
ど
の
実
力
の
持
ち
主
だ
っ

た
。
し
か
し
そ
の
直
後
、
春
大
会

を
目
前
に
前
十
字
靱
帯
を
断
裂
し

て
し
ま
う
。
こ
れ
か
ら
だ
と
い
う

時
期
の
大
怪
我
に
よ
り
、
掴
み
か

け
て
い
た
活
躍
の
チ
ャ
ン
ス
は

去
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
出
来
事
を
機
に
、
大
学
入

学
後
は
怪
我
を
し
て
も
チ
ー
ム
に

迷
惑
を
掛
け
な
い
個
人
競
技
を
し

で
い
た
高
校
時
代
ま
で
を
振
り
返

り
、
も
っ
と
勉
強
に
も
取
り
組
ん

で
お
け
ば
良
か
っ
た
と
い
う
思
い

に
駆
ら
れ
た
浜
田
さ
ん
は
、
大
学

は
最
後
の
学
業
の
た
め
の
場
で
あ

る
と
考
え
、
英
語
へ
の
苦
手
意
識

を
克
服
す
べ
く
カ
ナ
ダ
の
大
学
へ

の
留
学
を
経
験
し
た
。
ま
た
、
副

専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
社

会
学
部
の
授
業
を
履
修
し
、
中
学

生
の
時
に
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
悩
ん
だ

と
い
う
自
身
の
経
験
を
基
に
、
現

在
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ

り
方
に
関
心
を
持
ち
続
け
、
同
学

部
の
ゼ
ミ
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
用
の
利

点
や
難
点
と
い
っ
た
現
代
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
浜
田
さ
ん
に
総
主
将

と
し
て
の
意
気
込
み
を
聞
く
と
、

部
員
全
員
に
ス
ケ
ー
ト
部
が
一
番

の
居
場
所
だ
と
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
だ
と
力
を
込
め
て
語
っ
た
。
そ

の
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
食
事

や
清
掃
を
上
級
生
と
下
級
生
が
一

緒
に
行
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
制
度
を
導

入
し
た
。
さ
ら
に
、
普
段
は
練
習

日
が
違
う
た
め
あ
ま
り
関
わ
り
の

な
い
ス
ピ
ー
ド
部
門
と
フ
ィ
ギ
ュ

ア
部
門
だ
が
、
新
歓
や
関
関
戦
な

ど
共
通
の
行
事
を
通
し
て
繋
が
り

を
作
り
、
互
い
に
刺
激
を
与
え
合

え
る
存
在
に
し
た
い
と
い
う
。

　
何
度
苦
し
い
経
験
を
し
て
も
、

常
に
そ
れ
を
新
し
い
挑
戦
へ
と
繋

げ
て
き
た
。
そ
ん
な
浜
田
さ
ん
が

大
学
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
を
ど
の
よ
う

に
駆
け
抜
け
る
の
か
、
今
後
も
注

目
し
た
い
。

と
深
く
関
わ
っ
て
み
た
い
と
思
っ

た
と
こ
ろ
で
、
３
ヶ
月
と
い
う
短

い
留
学
期
間
は
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
時
に
感
じ
た
物
足
り

な
さ
か
ら
、
社
会
人
に
な
っ
た
ら

語
学
力
を
身
に
つ
け
、
海
外
へ
仕

事
に
行
き
、
も
っ
と
色
ん
な
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、就
職
活
動
を
行
う
際
、

一
つ
の
軸
と
し
た
の
は
「
海
外
で

活
躍
す
る
」
で
し
た
。

　
海
外
に
行
き
た
い
だ
け
な
ら
、

海
外
進
出
な
ど
を
盛
ん
に
行
っ
て

い
る
メ
ー
カ
ー
へ
の
就
職
と
い
う

選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
私

が
商
社
を
希
望
し
た
の
は
、
も
う

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
１

回
生
か
ら
４
回
生
の
秋
ま
で
、
毎

日
練
習
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
狭
い
組
織
の
中
に
い
る
期
間

が
長
か
っ
た
の
で
、
も
っ
と
広
い

世
界
を
見
て
み
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
引
退
後
に
３
ヶ
月
間
イ
ギ

リ
ス
に
留
学
し
ま
し
た
。
様
々
な

考
え
方
を
持
つ
人
々
と
触
れ
合
い

吸
収
す
る
こ
と
で
、
自
分
を
成
長

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

ま
で
狭
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中

で
し
か
人
と
の
触
れ
合
い
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で

は
様
々
な
人
々
と
触
れ
合
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
仲
良

く
な
っ
た
外
国
人
の
友
達
と
も
っ

一
つ
の
軸
と
し
て
い
た
「
若
い
う

ち
か
ら
早
く
成
長
し
た
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
で
し
た
。
自
社
の
商

品
を
持
ち
、
そ
れ
を
ど
う
売
る
か

を
考
え
る
メ
ー
カ
ー
と
違
い
、
商

社
は
自
社
の
モ
ノ
や
、
工
場
さ
え

も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
お
客
様
の

望
ん
で
い
る
商
品
の
た
め
、
最
適

な
取
引
先
を
選
ん
で
協
力
し
、
一

緒
に
作
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
仕

事
を
し
ま
す
。
取
引
先
も
作
る
モ

ノ
も
売
る
商
品
も
、
全
て
自
分
で

決
定
す
る
た
め
、
商
品
を
完
成
さ

せ
る
と
こ
ろ
か
ら
営
業
の
方
法
ま

で
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。
こ

う
し
て
た
く
さ
ん
考
え
る
こ
と

や
、
様
々
な
取
引
先
と
商
談
を
す

る
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
知
識
を
得

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
商
社
へ
の
就

職
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
主
に
ア
ジ
ア
地
域
な

ど
に
あ
る
原
糸
メ
ー
カ
ー
へ
足
を

運
び
、
工
程
の
確
認
、
指
導
を
行

う
な
ど
、
出
張
と
い
う
形
で
海
外

に
赴
く
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、

今
後
、
海
外
に
赴
任
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
国
の

中
で
、
自
分
で
商
売
を
組
み
立
て

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
関
学
生
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、

学
生
の
う
ち
に
目
標
を
見
つ
け
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
４
年

間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
学
生
と
し
て
自
分
が
や

り
た
い
こ
と
を
定
め
、
そ
の
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
考
え
、
行
動
を

起
こ
せ
る
人
を
社
会
は
評
価
し
ま

す
。
私
は
体
育
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
と
し
て
辛
い
練
習
を
乗
り
越
え

て
き
た
か
ら
こ
そ
、
今
も
辛
い
こ

と
や
大
変
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
逃

げ
ず
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
自
由
に
時
間
を
使
え
る
最

後
の
機
会
で
あ
る
大
学
生
活
で
、

何
か
一
つ
で
も
成
し
遂
げ
て
ほ
し

い
と
、
関
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
取
材
し
た
の
は
蝶ち
ょ
う

理り

株
式
会

社 

合
繊
・
カ
ー
シ
ー
ト
部
に
勤
め

る
山
岡
悠
二
さ
ん
で
あ
る
。

（
　
年
卒
）

’09

第
14
回

第
14
回

中
　

川
　

　
翼 

さ
ん

奥
田
　
知
志 

さ
ん

山
岡
　
悠
二 

さ
ん
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か
く
れ
ん
ぼ
は
独
り
。
見
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
探
し
も
し
な
い
。

　
置
き
っ
ぱ
な
し
の
空
き
缶
は
、
誰
の
足
先
に
触
れ
る
こ
と
も
な
く
ゴ

ミ
に
な
る
。

　
沈
ま
な
い
夕
日
。
そ
れ
は
午
後
五
時
を
指
し
続
け
る
時
計
台
を
切
り

取
っ
て
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
る
。

　
公
園
の
ブ
ラ
ン
コ
は
風
も
吹
か
な
い
の
に
揺
れ
て
い
る
。
乗
り
手
の

い
な
い
シ
ー
ソ
ー
は
地
面
と
平
行
に
な
っ
て
、
滑
り
台
か
ら
階
段
が
消

え
た
。

「
き
れ
い
で
し
ょ
」

　
子
供
ら
し
い
高
い
声
で
、隣
に
い
る
君
が
得
意
げ
に
言
っ
た
。
そ
し
て
、

僕
の
手
を
握
る
。
小
さ
く
て
、可
愛
く
て
、ふ
わ
ふ
わ
し
た
手
の
ひ
ら
が
、

指
先
ま
で
温
め
る
。
君
は
無
邪
気
な
笑
顔
で
僕
の
こ
と
を
見
つ
め
て
い

た
。
僕
は
、
そ
の
表
情
に
安
堵
す
る
。
記
憶
の
中
で
は
、
は
っ
き
り
と

桃
色
だ
っ
た
君
の
花
柄
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
が
、
視
界
の
中
心
で
橙
色
に
燃

え
て
い
る
。
夕
日
の
せ
い
だ
。

　
周
り
は
全
て
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
で
も
君
だ
け
は
最
後
の
記
憶
か

ら
変
わ
ら
な
い
の
だ
。
僕
す
ら
も
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
、
ど
う
し

て
も
君
だ
け
は
変
わ
ら
な
い
の
だ
。
こ
こ
に
来
る
の
は
、
も
う
終
わ
り

に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
引
き
留
め
る
よ
う
に
君
は
笑
顔
を
向

け
る
。

「
ど
こ
に
も
行
か
な
い
で
」

　
聞
こ
え
た
の
は
、
僕
の
声
だ
っ
た
。
口
を
開
い
た
の
は
僕
だ
っ
た
。

君
の
手
を
強
く
握
り
返
し
た
。
途
端
に
、
僕
の
よ
り
ふ
た
ま
わ
り
く
ら

い
も
小
さ
い
そ
れ
は
、
い
と
も
簡
単
に
逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
。

「
鬼
さ
ん
こ
ち
ら
、
手
の
な
る
ほ
う
へ
」

　
そ
う
し
て
手
拍
子
を
す
る
と
、君
は
走
り
出
し
た
。
僕
は
追
い
か
け
て
、

ゆ
っ
く
り
と
歩
き
だ
す
。
気
づ
く
と
、
君
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の
て
っ

ぺ
ん
に
立
っ
て
い
た
。
鉄
棒
に
足
を
掛
け
て
登
ろ
う
と
す
る
と
、
足
先

は
空
を
切
っ
て
そ
の
ま
ま
地
面
を
踏
ん
だ
。
見
る
と
、
す
で
に
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
は
、
縦
に
伸
び
る
鉄
棒
で
で
き
た
四
角
い
ド
ー
ム
に
な
っ
て

い
た
。
登
る
た
め
の
足
場
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

い
つ
の
間
に
、
君
は
追
い
か
け
る
こ
と
さ
え
許
し
て
く
れ
な
く
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

「
あ
な
た
、
変
わ
っ
て
な
い
の
ね
」

　
成
熟
し
た
君
の
声
が
聞
こ
え
る
。
背
が
伸
び
た
僕
に
と
っ
て
は
、
子

供
用
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ん
て
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
は
ず
な
の
に
、

と
て
も
高
く
感
じ
る
。

「
ご
め
ん
ね
」

　
パ
ー
マ
を
か
け
て
飾
っ
た
茶
髪
が
、
突
然
現
れ
た
風
に
揺
れ
る
。
手

の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
い
る
君
は
美
し
か
っ
た
。
白
い
ド
レ
ス
と
ベ
ー

ル
が
、
夕
日
に
燃
え
て
い
る
。

「
行
か
な
い
で
く
れ
」

　
時
計
台
の
針
は
無
情
に
も
、
君
が
い
な
く
な
る
こ
と
で
動
き
出
そ
う

と
し
て
い
た
。

　
残
し
て
お
く
こ
と
も
で
き
な
い
思
い
出
が
、
橙
の
光
と
一
緒
に
消
え

て
い
く
。

　
君
は
、
僕
じ
ゃ
な
い
人
と
歩
い
て
行
く
。

　
僕
は
、
独
り
―
―
。

『
い
つ
ま
で
も
こ
こ
に
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺 

ゆ
る
か

　今回のK.G.studioはタイムスリップとK.G. 
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り

株式会
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私
は
関
西
学
院
大
学
商
学
部
を

卒
業
後
、
繊
維
、
化
学
品
を
取
り

扱
う
商
社
で
あ
る
蝶
理
株
式
会
社

に
就
職
し
ま
し
た
。
合
繊
・
カ
ー

シ
ー
ト
部
と
い
う
、
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
や
ナ
イ
ロ
ン
を
使
っ
て
カ
ー

シ
ー
ト
の
生
地
を
作
る
部
署
で
営

業
を
し
て
い
ま
す
。
シ
ー
ト
メ
ー

カ
ー
か
ら
注
文
を
受
け
、
ア
ジ
ア

地
域
の
原
糸
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
取

引
し
、
商
品
を
形
に
す
る
仕
事
で

す
。

　
大
学
時
代
は
体
育
会
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
に
所
属
し
、
キ
ャ
プ
テ
ン

た
い
と
考
え
、
ス
ケ
ー
ト
部
に
入

部
し
た
。
大
学
か
ら
ス
ケ
ー
ト
を

始
め
た
選
手
が
集
ま
る
Ｂ
ク
ラ
ス

で
ト
ッ
プ
に
な
る
と
い
う
目
標
を

立
て
、
昨
年
11
月
の
関
西
イ
ン
カ

レ
で
は
４
位
に
入
賞
し
、
男
子
団

体
優
勝
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
ス
ケ
ー
ト
と
い
う
競
技
に
出
合

い
、
再
び
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の

輝
き
を
取
り
戻
し
た
浜
田
さ
ん
だ

が
、
学
業
面
で
も
手
を
抜
く
こ
と

は
な
い
。
ア
メ
フ
ト
に
打
ち
込
ん

　
今
回
取
材
し
た
の
は
、
体
育
会

ス
ケ
ー
ト
部
の
総
主
将
を
務
め
る

浜
田
純
一
さ
ん
（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
部

門
／
経
・
４
）
だ
。

　
浜
田
さ
ん
が
ス
ケ
ー
ト
を
始
め

た
の
は
、
意
外
に
も
大
学
に
入
学

し
て
か
ら
だ
。
中
学
、
高
校
時
代

は
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
に
所
属
し
、
高
校
２
年
生
の
冬

に
は
兵
庫
県
選
抜
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝

く
ほ
ど
の
実
力
の
持
ち
主
だ
っ

た
。
し
か
し
そ
の
直
後
、
春
大
会

を
目
前
に
前
十
字
靱
帯
を
断
裂
し

て
し
ま
う
。
こ
れ
か
ら
だ
と
い
う

時
期
の
大
怪
我
に
よ
り
、
掴
み
か

け
て
い
た
活
躍
の
チ
ャ
ン
ス
は

去
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
出
来
事
を
機
に
、
大
学
入

学
後
は
怪
我
を
し
て
も
チ
ー
ム
に

迷
惑
を
掛
け
な
い
個
人
競
技
を
し

で
い
た
高
校
時
代
ま
で
を
振
り
返

り
、
も
っ
と
勉
強
に
も
取
り
組
ん

で
お
け
ば
良
か
っ
た
と
い
う
思
い

に
駆
ら
れ
た
浜
田
さ
ん
は
、
大
学

は
最
後
の
学
業
の
た
め
の
場
で
あ

る
と
考
え
、
英
語
へ
の
苦
手
意
識

を
克
服
す
べ
く
カ
ナ
ダ
の
大
学
へ

の
留
学
を
経
験
し
た
。
ま
た
、
副

専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
社

会
学
部
の
授
業
を
履
修
し
、
中
学

生
の
時
に
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
悩
ん
だ

と
い
う
自
身
の
経
験
を
基
に
、
現

在
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ

り
方
に
関
心
を
持
ち
続
け
、
同
学

部
の
ゼ
ミ
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
用
の
利

点
や
難
点
と
い
っ
た
現
代
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
浜
田
さ
ん
に
総
主
将

と
し
て
の
意
気
込
み
を
聞
く
と
、

部
員
全
員
に
ス
ケ
ー
ト
部
が
一
番

の
居
場
所
だ
と
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
だ
と
力
を
込
め
て
語
っ
た
。
そ

の
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
食
事

や
清
掃
を
上
級
生
と
下
級
生
が
一

緒
に
行
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
制
度
を
導

入
し
た
。
さ
ら
に
、
普
段
は
練
習

日
が
違
う
た
め
あ
ま
り
関
わ
り
の

な
い
ス
ピ
ー
ド
部
門
と
フ
ィ
ギ
ュ

ア
部
門
だ
が
、
新
歓
や
関
関
戦
な

ど
共
通
の
行
事
を
通
し
て
繋
が
り

を
作
り
、
互
い
に
刺
激
を
与
え
合

え
る
存
在
に
し
た
い
と
い
う
。

　
何
度
苦
し
い
経
験
を
し
て
も
、

常
に
そ
れ
を
新
し
い
挑
戦
へ
と
繋

げ
て
き
た
。
そ
ん
な
浜
田
さ
ん
が

大
学
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
を
ど
の
よ
う

に
駆
け
抜
け
る
の
か
、
今
後
も
注

目
し
た
い
。

と
深
く
関
わ
っ
て
み
た
い
と
思
っ

た
と
こ
ろ
で
、
３
ヶ
月
と
い
う
短

い
留
学
期
間
は
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
時
に
感
じ
た
物
足
り

な
さ
か
ら
、
社
会
人
に
な
っ
た
ら

語
学
力
を
身
に
つ
け
、
海
外
へ
仕

事
に
行
き
、
も
っ
と
色
ん
な
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、就
職
活
動
を
行
う
際
、

一
つ
の
軸
と
し
た
の
は
「
海
外
で

活
躍
す
る
」
で
し
た
。

　
海
外
に
行
き
た
い
だ
け
な
ら
、

海
外
進
出
な
ど
を
盛
ん
に
行
っ
て

い
る
メ
ー
カ
ー
へ
の
就
職
と
い
う

選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
私

が
商
社
を
希
望
し
た
の
は
、
も
う

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
１

回
生
か
ら
４
回
生
の
秋
ま
で
、
毎

日
練
習
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
狭
い
組
織
の
中
に
い
る
期
間

が
長
か
っ
た
の
で
、
も
っ
と
広
い

世
界
を
見
て
み
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
引
退
後
に
３
ヶ
月
間
イ
ギ

リ
ス
に
留
学
し
ま
し
た
。
様
々
な

考
え
方
を
持
つ
人
々
と
触
れ
合
い

吸
収
す
る
こ
と
で
、
自
分
を
成
長

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

ま
で
狭
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中

で
し
か
人
と
の
触
れ
合
い
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で

は
様
々
な
人
々
と
触
れ
合
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
仲
良

く
な
っ
た
外
国
人
の
友
達
と
も
っ

一
つ
の
軸
と
し
て
い
た
「
若
い
う

ち
か
ら
早
く
成
長
し
た
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
で
し
た
。
自
社
の
商

品
を
持
ち
、
そ
れ
を
ど
う
売
る
か

を
考
え
る
メ
ー
カ
ー
と
違
い
、
商

社
は
自
社
の
モ
ノ
や
、
工
場
さ
え

も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
お
客
様
の

望
ん
で
い
る
商
品
の
た
め
、
最
適

な
取
引
先
を
選
ん
で
協
力
し
、
一

緒
に
作
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
仕

事
を
し
ま
す
。
取
引
先
も
作
る
モ

ノ
も
売
る
商
品
も
、
全
て
自
分
で

決
定
す
る
た
め
、
商
品
を
完
成
さ

せ
る
と
こ
ろ
か
ら
営
業
の
方
法
ま

で
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。
こ

う
し
て
た
く
さ
ん
考
え
る
こ
と

や
、
様
々
な
取
引
先
と
商
談
を
す

る
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
知
識
を
得

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
商
社
へ
の
就

職
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
主
に
ア
ジ
ア
地
域
な

ど
に
あ
る
原
糸
メ
ー
カ
ー
へ
足
を

運
び
、
工
程
の
確
認
、
指
導
を
行

う
な
ど
、
出
張
と
い
う
形
で
海
外

に
赴
く
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、

今
後
、
海
外
に
赴
任
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
国
の

中
で
、
自
分
で
商
売
を
組
み
立
て

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
関
学
生
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、

学
生
の
う
ち
に
目
標
を
見
つ
け
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
４
年

間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
学
生
と
し
て
自
分
が
や

り
た
い
こ
と
を
定
め
、
そ
の
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
考
え
、
行
動
を

起
こ
せ
る
人
を
社
会
は
評
価
し
ま

す
。
私
は
体
育
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
と
し
て
辛
い
練
習
を
乗
り
越
え

て
き
た
か
ら
こ
そ
、
今
も
辛
い
こ

と
や
大
変
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
逃

げ
ず
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
自
由
に
時
間
を
使
え
る
最

後
の
機
会
で
あ
る
大
学
生
活
で
、

何
か
一
つ
で
も
成
し
遂
げ
て
ほ
し

い
と
、
関
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
取
材
し
た
の
は
蝶ち
ょ
う

理り

株
式
会

社 

合
繊
・
カ
ー
シ
ー
ト
部
に
勤
め

る
山
岡
悠
二
さ
ん
で
あ
る
。

（
　
年
卒
）

’09

第
14
回

第
14
回

中
　

川
　

　
翼 

さ
ん

奥
田
　
知
志 

さ
ん

山
岡
　
悠
二 

さ
ん
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2016年5月27日 関 西 学 院 大 学 新 聞 8関学トイレひみつ大図鑑

窓を開けるとすが 
すがしい外の空気が
入 っ て く る。 開 き 
すぎのような気もす
る。ハンカチを持た
ない社会学部生の 
せいでいつもドア 
ノブはびしょ濡れと
いう点が低評価に繋
がった。

社会学部 １F

時計台 1F

第５別館 ２F

大学図書館 １F

新学生会館 B1F
小５　洋２　和１

小１　洋１　和０

小11　洋６　和０

小３　洋２　和１

小３　洋１　和１
鏡の裏はガラス張りで日光が差し込み明るく
広々とした空間を作る。

静かな図書館の中にあっても、音が外に漏れ
ない超圧倒的な防音性能を誇る。

ハンドル式、レバー式、自動式の三種類が並
ぶ手洗い場は蛇口マニアにはたまらない仕様。

旧学生会館 １F

小５　洋１　和１
手を使わず体を当てることで開けられるドア
は衛生的。また、鏡の周りを造花で飾り、古
くても綺麗なトイレを作ろうとする意欲を感
じる。しかし非常に臭い。

関西学院会館 B1F

小４　洋２　和１
学内で唯一ハンドドライヤーを備えている。
関学紳士のためのトイレ。照明もなんかリッ
チ。まさしくここが関学ナンバーワンだ。

狭いが、国の登録有形文化財の中のトイレだ。
関学生であることに誇りを感じるならば一度
はここで用を足そう。

中央講堂 B1F
学院本館本部棟 1F

小10　洋５　和０ 小３　洋１　和０
最新施設の最新鋭トイレのはずが、携帯電話
の電波が入らない問題を抱える。

正門から一番近いのがココ。正門前で危機が
迫った時はここへ駈け込もう。門を出てしま
うと駅周辺までトイレは無いぞ。

小＝小便器の数、洋＝洋式便器の数、和＝和式便器の数


